
 

 

 

 

芝地区総合支所管理課 

 

議案第６５号 指定管理者の指定について 

（港区立三田いきいきプラザ等） 

 

 

１ 施設名称等 

施 設 名 称 所 在 地 

港区立三田いきいきプラザ 東京都港区芝四丁目１番１７号 

港区立神明いきいきプラザ 東京都港区浜松町一丁目６番７号 

港区立虎ノ門いきいきプラザ 東京都港区虎ノ門一丁目２１番１０号 

 

２ 事業者選定の経過 

  芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会を設置し、優良

な候補者を１事業者選考した後、港区指定管理者選定委員会での審議を経て

決定しました。応募事業者は１共同事業体でした。 

 

（１）芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会委員 

 氏 名 役 職 等 

委 員 長 岡 本 多喜子 
明治学院大学 名誉教授 

チャレンジコミュニティ大学統括コーディネーター 

副委員長 野 澤 靖 弘 港区芝地区総合支所長 

委  員 大 渕 修 一 
地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 

高齢者健康増進事業支援室研究部長 

〃 松 浦 恵理子 
特定非営利活動法人 

市民シンクタンクひと・まち社 事務局長 

〃 師 岡 文 男 
上智大学 名誉教授 
スポーツ庁前参与 
港区スポーツ運営協議会副会長 

〃 櫻 庭 靖 之 港区麻布地区総合支所管理課長 

〃 金 田 耕治郎 港区保健福祉支援部高齢者支援課長 

令和３年９月１４日 資料№４ 

保 健 福 祉 常 任 委 員 会  
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（２）選考委員会の開催状況 

回数 開催年月日 審議内容 

第１回 令和３年４月６日（火） 
公募要項について 

第一次審査・第二次審査について 

第２回 令和３年６月２２日（火） 

第一次審査（書類審査） 

財務状況等分析結果について 

第一次審査通過者の決定について 

第二次審査の方法について 

第３回 令和３年６月２９日（火） 
第二次審査（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ及びﾋｱﾘﾝｸﾞ） 

指定管理者候補者の選考結果について 

 

（３）選定委員会の開催状況 

     令和３年７月２８日（水）に開催された令和３年度第１回港区指定 

    管理者選定委員会において、芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者 

    候補者選考委員会で選考された事業者が、指定管理者候補者として選 

    定されました。 

 

３ 選定された事業者 

事業者の名称 所在地 

百葉の会・ヘルスケアデザインネットワーク・東急コミュニティー共同事業体 

 （代表団体） 

医療法人財団百葉の会 

理事長 湖山 泰成 

静岡県富士市五貫島１７５番地 

（構成団体） 

特定非営利活動法人へルスケア・ 

デザイン・ネットワーク 

理事長 久保 信保 

東京都中央区銀座七丁目４番１２号 

（構成団体） 

株式会社東急コミュニティー 

代表取締役 雜賀 克英 

東京都世田谷区用賀四丁目１０番１号 

 

４ 指定期間 

  令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで（５年） 

 

５ 選定の理由  

  （１）苦情や顧客ニーズを的確に捉え対応する仕組みは、ＰＤＣＡサイク 

    ルに沿っており評価できます。 
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（２）スマートフォン等に不慣れな高齢者や、来館しない高齢者に対して、 

出前講座やＩＣＴを活用してフォローするなどの取組に期待できます。 

（３）文化芸術事業の構成団体が入ることにより、音楽活動や絵画などの美 

術品の展示活動のノウハウを活かし、質の高い文化芸術に触れる機会 

を作ることに期待します。 

（４）バースデーカードを使って利用頻度の下がった人達へ来館するよう呼 

びかける取組などが評価できます。 

（５）新型コロナウイルス感染症だけでなく、他の感染症対応を含めた予防 

から発生時までの具体的な取組が示されており評価できます。 

（６）施設の安全・安心について、施設管理に携わる職員だけでなく、様々 

な職種の従事職員でも気付いた異変を見逃さず、すぐに対応する点に 

ついて評価できます。 

（７）責任者候補者について、若干若いと思われますが、若い世代だからこ 

そ出来ることに期待します。 

 

６ 今後の予定  

  令和４年４月１日 指定管理者による管理運営の開始 
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はじめに  

 

 本報告書は、芝地区港区立いきいきプラザの指定管理者候補者を選考するにあたり、「芝

地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会」における審査の経過及び結果につ

いて報告するものです。 

 

 港区が定めた「港区指定管理者制度運用指針」では、民間事業者等が持つノウハウやアイ

ディア、専門性などを活用することにより、多様化する区民ニーズへの柔軟かつ迅速な対応

や効率的で効果的な区民サービスの提供が可能となる施設については、積極的に指定管理者

制度の導入を進めるとしています。 

「芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会」は、このような視点を踏ま

えた上で、いきいきプラザの設置目的を最大限に活かし、効率的・効果的に区民サービスを

提供することができる候補者の選考を行いました。 

審査にあたっては、常に厳正さと公正さを確保するとともに、委員会として委員の総意の

下に結論を導き出すよう努めました。 

 

芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考では、１共同事業体（３事業者）のみ

の応募であったため、主に応募事業者の適格性について審議しました。 

応募事業者の提案は、現状の課題を的確に捉え、かつ、将来を見据えた優れた提案であり、

事業運営の適格性を持つと判断されるため、指定管理者を公募した目的が十分達成されたも

のと考えます。 

選ばれた事業者には、港区立いきいきプラザ条例に定める目的の達成に向け、指定管理者

として十二分に力を発揮されることを強く期待いたします。 

 

令和３年６月 29 日 

 

 

 

 

 

芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会 

委員長 岡本 多喜子



 

 Ⅰ 選考した指定管理者候補者について 

  

１ 指定管理者候補者 

名 称 百葉の会・ヘルスケアデザインネットワーク・東急コミュニティー 

共同事業体 

代表者 医療法人財団百葉の会 理事長 湖山 泰成  

所在地 静岡県富士市五貫島 175 番地 

医療財団法人百葉の会内 

  

【共同事業者名】 

百葉の会・ヘルスケアデザインネットワーク・東急コミュニティー共同事業体 

代表団体 

名 称：医療法人財団百葉の会 

代表者：理事長 湖山 泰成 

所在地：静岡県富士市五貫島 175 番地 

構成団体 

名 称：特定非営利活動法人ヘルスケア・デザイン・ネットワーク 

代表者：理事長 久保 信保 

所在地：東京都中央区銀座七丁目４番 12 号 

構成団体 

名 称：株式会社東急コミュニティー 

代表者：代表取締役 雜賀 克英 

所在地：東京都世田谷区用賀四丁目 10番１号 

 

２ 対象施設 

施設の名称 所在地 

港区立三田いきいきプラザ 東京都港区芝四丁目 1番 17 号 

港区立神明いきいきプラザ 東京都港区浜松町一丁目６番７号 

港区立虎ノ門いきいきプラザ 東京都港区虎ノ門一丁目 21 番 10 号 

 

３ 指定期間  令和４年４月１日から令和９年３月 31 日まで（５年） 

 

４ 選考の理由  

（１）苦情や顧客ニーズを的確に捉え対応する仕組みは、ＰＤＣＡサイクルに沿っており評価で

きます。 

（２）スマホートフォン等に不慣れな高齢者や、来館しない高齢者に対して、出前講座やＩＣＴ

を活用してフォローするなどの取組に期待できます。 

（３）文化芸術事業の構成団体が入ることにより、音楽活動や絵画などの美術品の展示活動のノ
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ウハウを活かし、質の高い文化芸術に触れる機会を作ることに期待します。 

（４）バースデーカードを使って利用頻度の下がった人達へ、来館するよう呼びかける取組など

が評価できます。 

（５）新型コロナウイルス感染症だけでなく、他の感染症対応を含めた予防から発生時までの具

体的な取組が示されており評価できます。 

（６）施設の安全・安心について、施設管理に携わる職員だけでなく、様々な職種の従事職員で

も気付いた異変を見逃さず、すぐに対応する点について評価できます。 

（７）責任者候補者について、若干若いと思われますが、若い世代だからこそ出来ることに期待

します。 

 

Ⅱ 選考経過について 

 

１ 選考の方法  

(１) 第一次審査 

応募法人から提出された申請書類及び計画書類について、財務関係書類、基本的事

項の適格審査、計画書類に対する評価をもとに総合的な審査を行い、第一次審査通過

者として 1 共同事業体（３事業者）を選考しました。 

(２) 第二次審査 

第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション及びヒアリングを行い、（第一次審

査と第二次審査とを併せた）総合評価により指定管理者候補者を選考しました。 

 

２ 選考委員会の構成 

委 員 長 岡 本 多喜子 
明治学院大学 名誉教授 

チャレンジコミュニティ大学統括コーディネーター 

副委員長 野 澤 靖 弘 港区芝地区総合支所長 

委  員 大 渕 修 一 
地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所 

高齢者健康増進事業支援室研究部長 

〃 松 浦 恵理子 
特定非営利活動法人 

市民シンクタンクひと・まち社 事務局長 

〃 師 岡 文 男 
上智大学 名誉教授 
スポーツ庁前参与 
港区スポーツ運営協議会副会長 

〃 櫻 庭 靖 之 港区麻布地区総合支所管理課長 

〃 金 田 耕治郎 港区保健福祉支援部高齢者支援課長 
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３ 公認会計士  

坂本 亮 坂本亮公認会計士事務所 

 

４ 選考の進め方 

応募書類提出（申請書・財務諸表・管理運営計画書等） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第一次審査＞ 

 

１ 全事業者の財務状況の調査・分析を行い、可（安定的に経営基盤を有している）若

しくは不可（安定的に経営基盤を有していない）で評価します。 

２ 全事業者の資金計画の調査・分析を行い、Ａ（特に優れている）～Ｅ（劣っている）

までの５段階に評価します。 

３ 事業者ごとに、選考基準の各項目に対応した配点に基づき、各選考委員が書類審査

を行い、採点します。 

４ 公認会計士等による財務状況分析に基づく評価と、各選考委員による書類審査の合

計得点により総合的な審査を行い、概ね上位者３者程度を第一次審査通過者としま

す。 

 

 

 

 

＜第二次審査＞ 

 

１ 第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション（各事業者１５分程度）及びヒア

リング（各事業者１５分程度）を行います。 

２ 全てのプレゼンテーションとヒアリングが終了した後、各選考委員による審査項目

を中心とした評価を行い、採点します。 

３ 第一次審査と第二次審査の点数を合計し、指定管理者候補者を選考します。 

 

 

公認会計士による財務状況等の調査・分析を行い、財務状況評

価は可若しくは不可、資金計画評価はＡ～Ｅの５段階で評価し

ます。 

選考委員による書類審査 

プレゼンテーション及びヒアリング、計画書等の総合評価 
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５ 選考委員会等の開催状況及び経過 

(１) 第１回選考委員会 

日 時  令和３年４月６日（火曜日） 午前９時 45 分～午前 10 時 45 分 

場 所  港区役所 芝地区総合支所２階会議室 

（Microsoft Teams にてリモート開催） 

議 題  委員の委嘱について 

          公募要項について 

          第一次審査・第二次審査（審査方法、選考基準）について 

 

(２) 公募手続き 

ア 公募説明会及び現地見学会 令和３年４月 16 日（金曜日） 

イ 質問書受付            ４月 16 日（金曜日）～４月 26 日（月曜日） 

ウ 質問への回答           ５月 10 日（月曜日） 

エ 計画書類等受付           ５月 20 日（木曜日）～５月 25 日（火曜日） 

 

(３) 第２回選考委員会(第一次審査) 

日 時  令和３年６月 22 日（火曜日） 午前９時 45 分～午前 10 時 45 分 

場 所  港区役所 ２階芝地区総合支所会議室 

（Microsoft Teams にてリモート開催） 

議 題  応募事業者の財務状況等について 

         第一次審査（書類審査）、第一次審査通過事業者決定 

          第二次審査の方法について 

 

 (４) 第３回選考委員会（第二次審査） 

日 時  令和３年６月 29 日（火曜日） 午前９時 15 分～午前 10 時 30 分 

場 所  港区役所 ９１５会議室 

（１名のみ Microsoft Teams にてリモート参加） 

議 題  第二次審査（プレゼンテーション及びヒアリング） 

         候補者の選考結果について 
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 Ⅲ 選考対象者について 
 

No 事業者の名称 所在地 

１ 

百葉の会・ヘルスケアデザインネットワーク・東急コミュニティー共同事業体 

 

（代表団体） 

医療法人財団百葉の会 
静岡県富士市五貫島 175 番地 

（構成団体） 

特定非営利活動法人へルスケア・ 

デザイン・ネットワーク 

東京都中央区銀座七丁目４番 12 号 

（構成団体） 

株式会社東急コミュニティー 
東京都世田谷区用賀四丁目 10 番１号 

  

Ⅳ 選考結果について 

 

１ 第一次審査 

(１) 財務状況分析等について  

    公認会計士による財務状況調査分析等報告書に基づき説明がありました。 

ア 財務状況評価 

各法人より提出された財務諸表（決算報告）を基に、財務規模、収益性、安全性に

ついて、数値及び比率分析等により、安定的に継続して指定管理業務を行うことがで

きるか否かを、可若しくは不可の絶対評価を行いました。 

   イ 資金計画評価 

各法人より提出された資金計画書を基に、資金・収支計画の正確性、安全性、収支

見込の妥当性、運転資金調達の確実性、事業計画との整合性、経費見積もりの妥当性

などについて数値及び比率分析により、Ａ～Ｅの５段階総合評価を行いました。 

 

(２) 選考基準表に基づく採点  

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計による選考を

実施しました。 
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順

位 
事業者の名称 

財務状況 

評価 

資金計画 

評価 

合計点数 

(1,400 点 

満点) 

１ 

百葉の会・ヘルスケアデザインネットワーク・ 

東急コミュニティー共同事業体 

Ａ 1,014 点 

 

（代表団体） 

医療法人財団百葉の会 
可 

（構成団体） 

特定非営利活動法人ヘルスケア・ 

デザイン・ネットワーク 

可 

（構成団体） 

株式会社東急コミュニティー 
可 

※ 財務状況評価基準  

可（安定的に経営基盤を有している）、不可（安定的に経営基盤を有していない） 

※ 資金計画評価基準 

 Ａ：特に優れている、Ｂ：優れている、Ｃ：普通、Ｄ：やや劣っている、Ｅ：劣っている 

 

(３) 選考経過 

各委員が候補者の提案内容の評価について意見交換を行いました。 
 

事業者の名称 委員の意見 

百葉の会・ヘルスケ

アデザインネットワ

ーク・東急コミュニ

ティー共同事業体 

・職員の確保、育成についての考え方や、日常業務にＡＩが導

入されているところが良い。 

・苦情や顧客ニーズを的確に捉え、対応する仕組みはＰＤＣＡ

サイクルに沿っている。 

・ＩＣＴの活用でスマホやタブレットの操作が不慣れな高齢者

に対して、リモートイベントを開催する等の意欲がある。 

・苦情処理、満足度調査についてしっかり表記されている。 

・コロナの感染症だけでなく、他の感染症対応含めた予防から

発生時までの具体的な取組が示されている。 

 

    以上の点を総合的に勘案して、採点集計表の順位のとおり、１共同事業体（３

事業者）を第一次審査通過者としました。 
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２ 第二次審査 

(１) プレゼンテーション及びヒアリング 

第一次審査通過者が１５分のプレゼンテーションを行った後、管理運営計画書及び

プレゼンテーションの内容に基づき１５分のヒアリングを行い、選考基準により審査

しました。 

  

(２) 採点結果 

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計と第一次審査

の合計点を合算した総合点数をもとに順位付けしました。 
 

順位 事業者の名称 
総合点数 

（2,100 点満点） 

第一次審査点数 

（1,400 点満点） 

第二次審査点数 

（700 点満点） 

１ 

百葉の会・ヘルス

ケアデザインネッ

トワーク・東急コ

ミュニティー共同

事業体 

１，５１８点 １，０１４点 ５０４点 
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(３) 選考経過 

各委員が第一次審査通過１共同事業体（３事業者）の管理運営計画書及びプレゼン

テーションの内容の評価について意見交換を行いました。 

事業者の名称 委員の意見 

百葉の会・ヘルスケ

アデザインネットワ

ーク・東急コミュニ

ティー共同事業体 

・事業について、出前講座やＺＯＯＭを活用して、来館しない

高齢者の方についても、フォローが出来ている。 

・介護予防の取組みでは、社会的包摂が弱いことから、地域か 

らはじかれてしまうイメージがある一方、文化芸術の構成団 

体がいることにより事業の多様性がある。 

・来館の頻度が低い方や利用頻度の下がった人達に対して、バ

ースデーカードを使って呼びかける取組は良い。 

・コミュニティ活動の場でも、様々な関係機関と連携していく

取組が良い。 

・施設点検は施設管理に携わる職員だけでなく、様々な職種の

従事職員でも、気付いた異変を見逃さないで、すぐ対応する

など、常に安全に利用できる環境が整っている点が良い。 

・避難訓練等について、町会に呼びかけをしながら地域の安全

を館が中心でやろうとしている点が良い。 

・施設長候補者が若干若いというのが気になるが、逆に若い世 

代だからこそ出来ることに期待する。 

 

Ⅴ 最終選考結果について 

 

 最終選考結果 

 2,100 点満点に対して、採点結果は、1,518 点となっております。 

  選考委員会の総意として、選考基準に基づき高い総合評価を得た「百葉の会・ヘルスケ

アデザインネットワーク・東急コミュニティー共同事業体」を芝地区港区立いきいきプ

ラザ指定管理者候補者として選考します。 
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会  議  名 第１回芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和３年４月６日（火）午前９時 45 分から午前 10 時 45 分まで 

開 催 場 所      芝地区総合支所２階会議室 

委   員      

＜出席者＞ ７名 

岡本委員長、大渕委員、松浦委員、師岡委員 

野澤芝地区総合支所長、櫻庭麻布地区総合支所管理課長、金田高齢者支援課

長 

なお、岡本委員長、大渕委員、松浦委員及び師岡委員はリモートでの出席

です。 

＜欠席者＞ なし 

事 務 局      芝地区総合支所管理課長、管理課施設運営担当係長、管理課係員 

会 議 次 第      

１ 開会 芝地区総合支所長挨拶 

２ 委員委嘱 

３ 委員の紹介 

４ 委員長、副委員長の選出 

５ 議題審議 

  【議題１】 公募要項について 

【議題２】 第一次審査・第二次審査（審査方法、選考基準）について 

６ 今後のスケジュールについて 

７ 閉会 

配 付 資 料      

【席上配付資料】 

資料１   芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会設置 

要綱 

資料２   芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員名簿 

資料３   芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者公募要項（案） 

資料３－２ 業務基準書等公募に係る関連資料（案） 

資料４   第一次・第二次審査の進め方（案） 

資料５   芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者第一次審査選考 

基準・採点表（案） 

資料６   芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者第二次審査選考 

基準・採点表（案） 

資料７   館だより 

資料８   選考スケジュール（案） 

 会議の結果及び主要な発言 

【芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会会議録】 
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（発言者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

Ｃ委員 

 

委員長 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

Ｄ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

Ｅ委員 

事務局 

委員長 

 

 

事務局 

Ｃ委員 

事務局 

委員長 

事務局 

委員長 

 

１ 開会 

（芝地区総合支所長による開会の挨拶） 

 

２ 委員委嘱 

（事務局から委嘱状の送付等について説明） 

 

３ 委員の紹介 

（各委員の自己紹介） 

 

４ 委員長、副委員長の選出 

委員長は要綱第５条第２項の規定により委員の互選で選任します。 

岡本委員を推薦します。 

（委員一同、異議なし） 

（就任の挨拶） 

副委員長は要綱第５条第３項の規定により芝地区総合支所長となります。 

 

５ 議題審議 

 議題１ 公募要項について 

（事務局から公募要項（案）等の説明） 

質問等ありますか。 

新型インフルエンザ発生時の記載はありますが、新型コロナウイルス感染

症に対する区の方針を教えてください。 

新型コロナウイルス感染症に対する区の指針は、区から様々なガイドライ

ンが出されていますが、具体的に示したほうが良いのであれば追加します。

なお、新型コロナウイルス感染症対策については、管理運営計画に関する書

類として、感染症予防に対する提案を受けることになっており、そこで具体

的な提案を記載してもらう予定です。 

資料３－２に追加しますか。 

追加してください。 

追加します。 

管理運営計画に関する書類に新型コロナウイルス感染症に関する取組が具

体的に項目化されている地区があります。様式も独立して提出を求めていま

す。こちらに準じたほうが良いと思います。 

新型コロナウイルス感染症関連の様式等はできるだけ統一します。 

生活支援コーディネーターとの連携は想定されていますか。 

関係機関や地域との連携に含み置いていますが、明記したいと思います。 

遵守すべき関係法令に高齢者虐待防止法が入っていません。 

追記します。 

その他ご意見がなければ、ただいまの審議を踏まえ一部修正した上で、芝
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委員長 

Ｅ委員 

事務局 

 

 

Ｃ委員 

 

事務局 

  

 

Ｃ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

事務局 

委員長 

地区港区立いきいきプラザ指定管理者公募要項を決定したいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

（委員一同、承諾） 

 

議題２ 第一次審査・第二次審査（審査方法、選考基準）について 

（事務局から審査の進め方、選考基準等の説明） 

質問等ありますか。 

管理運営実績は、未経験の事業者を排除する前提で項目化していますか。 

高齢者事業等の知識、経験、実績が申込資格となります。実績等として必

要な一部事業について未経験の場合、他の書類で判断できる場合は通過する

可能性はあり、排除する意図はありません。 

委員は資料５に記載のある提出書類だけを見て採点すれば良いですか。判

断の妨げになるので、評価する書類は絞ったほうが良いと思います。 

資料５に記載以外の書類も見て総合的に評価していただきたいと思います

が、見る書類を絞ったほうが良いというご意見は、指定管理を総括している

部門に伝えます。 

客観性の問題で提案しました。評価の対象となっているものを的確にみる

ことが信頼性を高めるための重要なポイントだと思います。今回は短い時間

の中で、多くの採点をする必要があり、余計な情報がないほうが正しく判断

ができると思いました。 

提出された資料から様式を抜粋して委員の皆様にお送りすることは出来ま

せんが、事業者から提出された資料を各委員の皆様に送付する際に採点対象

となる様式に付箋を貼付することで、効果的に採点いただけるように調整し

ます。 

運営実績や資金収支計画、受託経費等客観的に判断できる項目は、基準が

ぶれないようにするため、事務局で点数案とその根拠を示してもらい、判断

するのはどうでしょうか。 

運営実績については、実績として相応しい内容か、また資金・収支計画及

び受託経費についても、提案事業内容、実施体制等との整合性等、委員の皆

様に評価していただく必要があると考えます。事務局で点数案をお示しする

ことはしませんが、参考に現指定管理者に係る検証シートにより、人件費や

事業運営費等の実績をご提示いたします。 

各施設が老朽化し、使い勝手が悪くなっているかと思いますが、区として

改築等の考えはありますか。 

区では公有施設の長寿命化を図るため、施設のファシリティマネジメント

計画があり、中長期の修繕計画を立てています。その辺りをしっかりと管理

できる事業者かを見極めていただきたいと思います。 

その計画も示したほうが良いと思います。 

追加します。 

その他ご意見は、ございますでしょうか。なければ、第一次及び第二次審
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委員長 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

査（審査方法、選考基準）について一部修正の上、決定いたします。 

 

（委員一同、承諾） 

 

６ 今後のスケジュールについて 

（事務局から説明） 

質問等ありますか。 

（委員一同、承諾） 

 本委員会で修正された項目、各委員の意見など、各地区にもかかわる共通

の項目については、お互いに共有して、追記、修正してください。 

そのように調整します。 

 

７  閉会 

（閉会の挨拶） 
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会  議  名 第２回芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和３年６月 22 日（火）午前９時 45 分から午前 10 時 45 分まで 

開 催 場 所      芝地区総合支所２階会議室 

委   員      

＜出席者＞ ７名 

岡本委員長、野澤副委員長、大渕委員、松浦委員、師岡委員、櫻庭委員 

金田委員 

 なお、岡本委員長、大渕委員、松浦委員及び師岡委員はリモートでの出席で

す。 

＜欠席者＞ なし 

公認会計士 坂本公認会計士 

事 務 局      芝地区総合支所管理課長、施設運営担当係長、管理課係員 

会 議 次 第      

１ 開会  

２ 財務状況等分析結果の報告について 

３ 議題審議 

【議題１】第一次審査通過事業者の決定について 

【議題２】第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

４ 今後のスケジュールについて 

５ 閉会 

配 付 資 料      

【席上配付資料】 

資料１ 財務状況等分析報告書 

資料２ 資金計画分析報告書 

資料３ 第一次審査採点集計表 

資料４ 第二次審査選考基準・採点表 

資料５ 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）の方法について（案） 

資料６ 第１回選考委員会議事録 

 

 会議の結果及び主要な発言 

（発言者） 

 

委員長 

 

１ 開会 

  （開会の挨拶） 
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委員長 

公認会計士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 財務状況等分析結果について 

  それでは、公認会計士から報告をお願いします。 

（公認会計士から報告） 

（１）財務状況等分析結果 

事業者Ａ 可否判断 

共同事業体 

Ａ－１ 可 

Ａ－２ 可 

Ａ－３ 可 

（２）資金収支計画結果 

事業者 総合評価 

事業者Ａ Ａ 

（３）分析結果に対する質疑応答 

 

（各委員一同、異議なし） 

 

３ 議題審議 

議題１ 第一次審査通過事業者の決定について 

 （事務局から第一次審査について説明） 

資料３、第一次審査採点集計表のとおり、事業者Ａは合計 1,018 点となっ

ております。 

つきましては、この事業者Ａにつきまして、委員の皆さまから提案内容に対

するご講評をいただき、審議の後、第一次審査の評価点を確定させていただき

たくお願いいたします。 

なお、確定の前に、審議後採点の修正がある場合は、メールで送信していた

だき、各委員の得点の確定をさせていただきます。 

私のところは、おおむね辛めの点数としています。良いところ、悪いところ

について説明します。 

職員の確保、育成についての考え方について、ＡＩ等工夫されていることや、

環境に十分に配慮した適切な施設運営の取組となっていて特別のチェックリ

ストを設けているところから点数を高くしています。 

また逆に、地域拠点の計画性としての項目で、現在のトレンドとしては、楽

しいプログラムだけではなく、自分らしさを見つけられるところが大切ですが

あまり工夫が感じられないことから低めの点数としています。 

それから介護予防、健康づくりの場の提供についての考え方については、オ

ンラインの活用など評価できる部分もありますが、トレーニングに偏っている

ため介護予防の包括性に欠けるため低めの点数としています。 

また地域コミュニティの活動の場ですけれど、積極的な高齢者のコミュニテ

ィの実現性が感じられないところや、自主事業の計画は適切かつ施設利用率の

向上に期待できるかですが、積極性が感じられなかったので低めの採点として

います。 
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委員長 

 

Ｃ委員 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｆ委員 

 

また指定管理者の抱負について、意欲が平板ということや、複合施設として

効率的な管理運営についても、発展性を感じられなかったので低めの点数とし

ています。 

最後に高齢者・障害者の雇用促進については意欲が感じられるため高めに採

点しています。以上です。 

ありがとうございました。色々と書いてあるけれど、今のトレンドからする

と少し弱かったということでよろしいでしょうか。 

私の専門の介護の分野で新しいトレンドを捉えきれていないところで少し

点数が低くなったということでございます。 

私は高めの点数で採点しています。 

まず、苦情や顧客ニーズを的確に捉えサービスの向上に反映しているかとい

うことですけど、対応する仕組みというＰＤＣＡサイクルに沿ってできている

のではないかということで高い点数としています。 

それから地域の拠点としての計画性も色々なところと連携してニーズを掘

り起こす構造を評価しています。 

それからふれあい・コミュニティ活動について、ここも多世代で参加できる

行事を工夫されているというのを見させていただきました。特に一人暮らしの

高齢者の活動という企画があって良いのかなと思います。 

また、自主事業では、企業や商店街と連携した企画が面白いという観点から

高い採点としました。以上です。 

私は概ね中間を基準に採点しています。 

この共同事業体は、劣るわけでもなく、優れているわけでもないということ

で、魅力的な提案は、目新しさというか、こと当たり前にということから、中

間で採点しています。 

高めの点数をつけたのが、他の地区の事業者も挙げていることですけどＩＣ

Ｔの活用ですね。スマホやタブレットの操作が不慣れな高齢者に対して、色々

なイベントを提供したり、リモートイベントを開催したり等提案されています

が、ちょっとこれだけだと、本当に具体的にどうやるのだろう、というのが見

えませんでしたが、意欲は買いたいので高めで採点しています。 

私も、全体的にちょうど真ん中程度の点数を基本として採点しています。 

苦情への対応や、満足度、この辺りについてもしっかり表記されています。

ただ一方で環境に十分配慮した施設運営や地域共生に向けた取組み辺りにつ

いて記載されていますが、具体性に欠けているので、プレゼンテーションの時

に聞いてみたいと思っています。 

また、構成団体のうち 1 団体の役割ですが、常時必要なのか確認したいとこ

ろであります。 

1 構成団体の参画協働の意義が、今回の提案からあまり感じられなかったと

いうことでしょうか。 

この共同事業体が第一次審査を通過した場合、ヒアリングの時に確認したい

と思っています。 
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Ｇ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

Ｇ委員 

 

 

委員長 

事務局 

 

委員長 

 

Ｄ委員 

全体的に中間から高めの採点としています。 

良かった点として感染症対策のところでコロナだけではなく、他の感染症対

応含めて、予防から発生した時の業務継続まで具体的な取組みが示されている

点が良かったと思います。 

また事業提案においては、単身高齢者だけでなく、経験を活かす担い手とな

ってもらう活躍までの配慮した提案がされている点も評価しました。 

不足している点としては、災害時の応急対応について、区民避難所の開設時

に、区との連携というところの記載が不足しているように感じました。 

全体としては、十分に施設の運営を担える事業者であると感じています。 

私も、概ね良好にまとまっているかなと全体としての印象です。気になる点

は、施設長候補者が児童厚生の経験が非常に豊富な割には、高齢福祉の経験が

２年しかないことですが、全体の経験が長いので特段支障がないと判断しまし

た。大きな災害については色々記載されていますが、小災害について記載がな

かったのでヒアリングで聞いてみようと思いました。あとは、複合施設で職員

住宅との連携の記載がありませんでしたが、概ね記載は良好で運営には支障が

ないと判断しています。 

私も比較的良かったと思いますが、委員からもでましたが、施設長候補者の

経歴が児童福祉中心というのが気になりました。総合運営職が具体的に何をす

るのかわかりませんでした。 

新型コロナウイルス感染症の記載も良く書けてはいますが、基本的なマスク

を外さないとか、逆に基本だから書いていないのかもしれませんが、記載が抜

けていたことが気になりました。 

管理運営計画のマージャン教室ですが、委託料が年 88 万円ですが、ボラン

ティアさんやマージャン愛好家を呼び込んでその方を中心に行うなどグルー

プ作りのきっかけにするなどの工夫があれば良いと思いました。あとは、皆さ

んからも出ていましたＩＣＴを使ってということは評価できると思いました。 

ただ、効率的で質の高いサービスの提供の項目は、具体性に欠けていたと思

いました。概ね、皆さま同じようなご意見となりましたが、そのほか何かあり

ますか。 

Ａ委員がお話した通り、介護予防等の経験がないのがマイナスポイントなの

で、プレゼンで心構えを確認したいと思います。 

資料には、施設長候補者１名しか示されていませんが、芝地区いきいきプラ

ザは３館ありますので、それぞれ館ごとの施設長予定者の実績があっても良か

ったと思います。 

これは確認する必要がありますね。 

ただ今のお話を受けまして他の館も含めて館長予定者の履歴も追加で出し

ていただくということを事業者に伝えたいと思います。 

よろしくお願いします。それでは、それぞれのご意見を伺いました結果、採

点の修正をされたい方はいらっしゃいますか。 

地域の拠点としての計画性の「関係機関や地域連携」及び「ふれあい、コミ
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委員長 

 

 

Ｃ委員 
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委員長 

ュニティ活動の場」の採点をそれぞれマイナス修正します。 

事務局、採点の訂正をお願いします。 

それでは、本来であれば、メールで送信してもらい、確定としますが、皆さ

まの了承が得られれば、この場で確定させていただき、後程、メールで修正採

点表を送付していただくことでよろしいでしょうか。 

（各委員、異議なし） 

各委員の点数 200 点満点で、７名で 1,400 点満点のところ 

各委員の合計 1,018 点でしたが、1,014 点の結果となり、第一次審査通過と

考えて良いでしょうか。ご意見ございますでしょうか。 

 （各委員、異議なし） 

それでは、事業者Ａを第一次審査通過者とします。 

 

議題２ 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

（事務局から第二次審査の説明） 

第二次審査について、何かご質問はありますでしょうか。 

プレゼンテーションの方法について、プロジェクターを用いるのか、紙資料

を作って配っていただくのか、色々とあると思いますが。 

パワーポイントを作っていただき、膨大にならない、Ａ３判に要点をまとめ

た付属資料がよいと思います。 

（各委員、異議なし） 

プレゼンの参加者ですが、プレゼンターの統括施設長候補者以外で、３共同

事業体ですので、それぞれの事業者から参加していただくとか、いかがでしょ

うか。 

Ａ委員の言う通り、統括施設長候補者と各事業体について説明できる方が良

いと思います。 

追加資料については、他の施設長の略歴が入ってるもの。またプレゼンテー

ションのプレゼンターは統括施設長で、各事業体の方に質疑に参加してもらう

ことでよろしいでしょうか。 

（各委員、異議なし） 

 

４ 今後のスケジュールについて 

（事務局からスケジュールについて説明） 

 

５ 閉会 

 

これをもって、第２回芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委

員会は終了とします。お疲れ様でした。 

 

 

 

9



会  議  名 第３回芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時      令和３年６月 29 日（火）午前９時 15 分から午前 10 時 30 分まで 

開 催 場 所      芝地区総合支所２階会議室 

委   員      

＜出席者＞ ７名 

岡本委員長、野澤副委員長 大渕委員、松浦委員、師岡委員、櫻庭委員 

金田委員 

 ＊なお、師岡委員のみリモートでの出席です。 

＜欠席者＞ なし 

事 務 局      芝地区総合支所管理課長、施設運営担当係長、管理課係員 

会 議 次 第      

１ 開会  

２ 議題審議 

【議題１】第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

【議題２】指定管理者候補者の選考結果について 

３ 閉会 

配 付 資 料      

【席上配付資料】 

資料１ 第二次審査選考基準・採点表【事業者Ａ】 

資料２ 第一次審査・第二次審査 採点集計表（※採点終了後、机上配布） 

資料３ 第２回選考委員会議事録 

参考資料 第一次審査採点集計表 

 会議の結果及び主要な発言 

（発言者） 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｃ委員 

 

１ 開会 

  （開会の挨拶） 

  

２ 議題審議 

【議題１】第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

  （事業者Ａによるプレゼンテーション） 

 ありがとうございました。 

それではヒアリングに入りたいと思います。 

 地域性を活かした介護予防とは具体的にどのようなものを考えているのか。
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Ｆ委員 

 

 

 

事業者Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

また、栄養士による高齢期の栄養バランスについて、いきいきプラザを通して 

どのように考えているのか。 

 さらに、安全安心について、今後、職員の感染症クラスターが発生した場合、

どのように職員体制を確保するのか、考えを聞かせてください。 

まずは、地域性を活かす部分ですが、高齢者相談サービスセンター及び介護

予防総合センター等とできれば月１回もしくは２回程度、情報交換の場を設

け、連携を密にすることで区民の心と体の健康を守っていきたいと思っていま

す。 

また、高齢者の栄養バランスについては、一人暮らしの方には、いきいきプ

ラザのカフェに来やすい雰囲気を作り、栄養バランスの取れた食事をしていた

だくことで、食の大切さに気付いてもらう講座をすることを考えています。 

それから、安全安心については、職員が気を付けていたとしても、クラスタ

ーが発生してしまった場合、本部の運営職員の応援による対応が可能と考えて

います。 

介護予防、健康づくりについて、積極的に関わる高齢者の方はいいのですが、

引きこもりがちな方や利用に繋がらない方をどうやって関係機関と連携させ

ていくのか。 

また、安全のところで、避難訓練や消防訓練、大震災時の職員の参集体制や、

初動体制、備蓄等、具体的な計画をお聞かせください。 

お一人で引きこもりがちの方には、都営住宅のような場所で、出前講座のよ

うな形でサロン活動や健康の講話をしたりすることで、関心をもってもらえる

アプローチができればと考えています。コロナ禍においては、ズーム等利用し

ながら展開ができればと考えています。 

 次に、避難訓練に関しては、地域の町会さん等に声をかけさせてもらい、利

用者の方も交えて訓練をしたいと考えています。 

この応募で、文化芸術事業の専門団体が構成団体として入っていますが、そ

の理由を聞かせてください。また、港区では、過去のエレベーター事故をきっ

かけに、６月３日を港区安全の日に制定していますが、このことについてお考

えをお聞かせ願います。 

 芸術活動に力を入れるとともに、普段触れることの少ない絵画やコンサート

の環境を身近ないきいきプラザで提供できるよう整えていくため、文化芸術事

業の構成団体を入れています。 

 また、６月３日の安全の日について、私たちも過去のエレベーター事故につ

いて重く受け止めており、施設運営の中で二度とこういう事故を起こしていけ

ないですし、またエレベーターだけでなく、日々設備関係のヒヤリハットから

すぐに対応するよう努めていきたいと考えています。 

 さらに言いますと、設備の人間だけが点検すればいいというスタンスではな

く、全ての職員、例えば清掃の方等が気付いた異変も情報共有し、早急に設備

技術員が対応をしていくなど、安全確保に取り組んでいきます。 

 認知症予防プラグラムについて、詳しく教えてください。 
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 認知症予防の関心と理解を図ることを目的とした、ＩＰＡＤ内にアプリを入

れて利用するもので、主に脳内トレーニングを行っています。 

 心の健康とＩＣＴの活用のところですが、スマホに不慣れな高齢者に対し

て、超初心者講座は確かに大変重要ですし、今後、高齢者福祉には欠かせない

ことではありますが、ただ、講座だけではそう簡単ではないのは事業者の方も

ご存知だと思います。更にどのようなアプローチを考えているのかお聞かせく

ださい。 

 私たちはすでに、スマホの講師の方とも連携を図り始めておりますので、ま

ずはスマホを購入しなくても、こちら側から高齢者へ貸し出しをして、まずは、

いじってもらい、こういうことが出来るんだ、ということを知ってもらうとこ

ろから始めたいと思っております。 

 少しでも、触れていただくことで楽しい体験をしていただくことは大事だと 

思います。 

 いきいきプラザは、高齢者の生活の質を上げていく上で重要でありますが、

高齢者で頻繁に利用している方ではなく、時々しかご利用しない、あるいは今

までは来ていたけれど、引き込もりがちになってしまった方々に対するアプロ

ーチについて具体的に教えていただきたい。 

 ２点目は、現在のウィズコロナから今後はポストコロナとなり、このコロナ

禍が終了した後が大切だと思いますが、もしポストコロナにおけるお考えがあ

ればお聞かせください。 

 なかなか一歩を踏み出せない方にも来てもらうための工夫として、こちらか

ら寄り添っていく出前講座を行ったり、また、誕生日を登録してもらい、誕生

月にはバースデーカードを送り、そのカードを持ってきていただければケーキ

セットをプレゼントする等、いきいきプラザがあって良かった、行きやすいと

思ってもらえるよう工夫をしていきたいと考えています。 

 また、ポストコロナの件ですが、現在、ワクチン接種をされた方は増えてき

ていますが、まだいつからマスクが取れる生活に戻れるか不明です。私たちは、

コロナだから出来ないではなく、コロナでもこのようなことが出来るんだ、と

いう前向きな考えのもと、いきいきプラザに来館していただきやすい環境を作

りたいと考えています。 

 ３点あります。 

まず、施設長候補者の方が比較的若い年齢のようですが、これは法人として

の方針なのか、それとも事業拡大をしたため若い人を登用するしかなかったの

か。また、施設長候補者の方は今までどのようなクレーム対応をしてきたのか

お伺いしたい。三つ目は絵画、コンサートなどを提供するということなんです

けど、有名タレントのマネジメントをやってるとか、絵画を所有して、それら

を貸し出すということなんでしょうか。 

 いきいきプラザの業務は柔軟で豊かな発想力が必要と考えているため、若い

人材を館長として登用しています。法人では新卒者も毎年 50～60 名程度採用

をしています。  
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 クレームについては、特に困難なものはありませんが、施設を利用するにあ

たって、利用しやすい物の設置場所についてのご意見や、利用者へのお手紙の

掲示位置等々のご意見はあり、そういった利用者からの声をひとつひとつお聞

きして、職員一同安全対策も含め多角的に捉えて対応をしています。 

また、絵画について、特に有名な絵画を所有しているわけではありませんが、

主に若い芸術家を中心に取り揃えており、各施設に展示している状況です。 

なお、2013 年から毎年、介護施設に出向いてコンサート活動を行っていま

したが、現在のコロナ禍においては、ユーチューブを利用して全国の施設にコ

ンサートを配信している状況です。   

はい。それでは追加の質問はよろしいでしょうか。それでは質疑を終了しま

す。ありがとうございました。 

（事業者Ａ退室） 

（委員による採点） 

（採点結果の集計） 

 

【議題２】指定管理者候補者の選考結果について 

 それでは、指定管理者候補者の集計結果について、事務局から報告をお願い

します。 

 集計結果発表 

第二次審査採点結果、事業者Ａ 509 点（700 点満点） 

第一次、第二次合わせて 1,523 点（2,100 点満点） 

第一次審査及び第二次審査採点集計表をお手元に各委員から講評をお願い

します。 

 まず、地域性を活かした施設づくりというものを具体的に示すことが出来な

かったこと及び介護予防のところで、認知症の早期発見は良いのですが、社会

的包摂の考えが弱いことから、そのまま地域からはじかれてしまうようなイメ

ージを持たれてしまうところが不十分であるところから低めの評点としてい

ます。 

 また、文化芸術構成団体がいらっしゃるので多様性がある一方で、地域連携

した場づくりをするところが弱いことと、安全安心の部分で職員のクラスター

というのはかなり現実的な問題であるため、より具体的に表現して欲しかった

です。 

 ただ、責任者候補者の考え方や、能力については誠実な感じもありましたし、 

一生懸命やりたいということで網羅的に勉強してきているということから高

い評点とさせていただきました。 

 私は標準以上の点数をつけています。 

ただ、いきがいづくりのＩＣＴの初心者講座というところでは、高齢者の楽

しみの幅を広げることについて、もう少し調整の可能性もあると感じました。 

 それから介護予防のところですが、来館の頻度が低い方に対して、出前講座

は今ではどこでもやっていると思いますが、バースデーカードを使って利用頻
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度の下がった人達に呼びかけることはとても良いと思いましたし、コミュニテ

ィ活動の場でも、様々な関係機関と連携されていくようで良い印象です。 

 さらに安全安心では、施設点検は非常にきちんと行われていると思いますの

で、常に何があっても安全に利用できる環境が整っているのを感じました。 

 避難訓練等についても、町会に呼びかけをしながら地域の安全を館が中心で

やろうとしているところも良かったと思います。 

 プレゼンテーション自体も魅力あるプレゼンテーションだったと思います。 

新しいアイデアも随所に出ていましたが、本当に実行できるのかという懸念も

あります。また、年齢の若い方が施設長候補者となっています。経験値も大事

だと思いますが、逆にその若い世代だからこそできる事もありそうな気がする

ことから、プラス材料として捉えています。結果、総合的に普通として評点し

ています。 

 まず施設長候補者の方は、年齢の割にはしっかりしているという印象です。 

具体的に文化事業について確認しましたが、高齢者のいきがいづくりに寄与し

ていることから点数は高めにしています。 

また、ふれあい、コミュニティ活動についても、ＩＣＴを活用した事業展開

も考え、安全・安心についても具体的な提案を含め、しっかりしている印象で

した。 

 先ほど申し上げましたが、施設長候補者は若干若い感じはしますが、経験も 

豊富ですし、またウィズコロナ、ポストコロナへの意気込みも感じられたので

評点を高くしています。 

 事業について、出前講座をやったり、ズームを活用したりというところで、

来館しない高齢者の方についても、フォロー出来ているところが良かったこと

から評点を高くしています。 

 あと、安全管理のところで、施設管理に携わる職員だけでなく、様々な職種

の従事職員や利用者の声から、気付いた異変を逃さず、すぐに対応するという

安全に取り組む視点があるところについて大変高い評価をしています。 

 また施設長候補者について、受け答えもしっかりされていたというところ

で、高い点数をつけています。 

 事業について、来館しない方への対応について、出前講座等、バースデーカ

ードによるアプローチについて、ぜひ実施していただきたいということから高

い評価をしています。 

 それから、運営のバックアップ体制については、納得できるため高く評価し

ています。 

 また、芸術系の企業の参加については、説明と提案内容が噛み合っていない

印象を受け、これから先頑張って欲しいと思っています。 

 安全安心については、コロナ以外の感染症対策にも言及していましたし、気

が利いているなという印象を受け、責任者もそうですけど、話し方も闊達で、

一緒に仕事をしてもいいという印象まで受けました。 

つきましては、全体的に高い評価を付けています。 

14



Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

Ｃ委員 

Ｇ委員 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 私も全体的に中位よりも良かった印象を受けています。 

お誕生日におめでとうっていうカードが来て、コーヒーとケーキがいただけ

るよっていう発想はとても良いと思います。 

 超初心者からのＩＣＴ活用を考えていることも良いと思います。 

また、日常の安全安心は問題なくできていると思いますが、入浴時の声かけ

を時間を決めていることや大きなクレームがないというところ、はたしてそう

なのかなと気になるところから中間の評点としています。 

その他、講評ご意見はありますか。 

（各委員 意見なし） 

その他、講評後の点数の修正はありますか。 

ふれあい、コミュニティ活動について一部修正します。 

高齢者のいきがいづくり、学びの場及び安全安心の確保について一部修正し

ます。 

それでは、修正後の集計結果を発表します。 

第二次審査 504 点 

よって、第一次、第二次審査合計 1,518 点となります。 

よろしいですね。それでは、芝地区港区立いきいきプラザの指定管理者候補

者は、事業者Ａに決定します。 

（各委員、異議なし） 

 

３ 閉会 

 

 第３回芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会をこれで

終了します。 
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Ⅰ 施設の概要 

１ 指定管理者制度導入の趣旨 

港区では、多様化する区民ニーズへの柔軟かつ迅速な対応や効率的で効果的な区民サー

ビスを提供するため、公の施設の管理・運営を包括的に代行させる指定管理者制度を積極

的に導入しています。 

今回、芝地区港区立いきいきプラザの管理・運営について、民間事業者等が持つノウハ

ウやアイデア、専門性などを活用するため、指定管理者を広く募集します。応募にあたっ

ては、「港区指定管理者制度運用指針」に基づく区の方針を十分に認識し、また、施設の設

置目的等を理解のうえ、本要項に基づく創意工夫のある提案を期待しています。 

いきいきプラザの管理・運営にあたっては、「高齢者のいきがいづくり、学びの場｣、｢介

護予防、健康づくりの場｣、「ふれあい、コミュニティ活動の場」の３つの機能・役割を具

現化し、高齢者をはじめとする区民の様々な活動の拠点として、地域に密着した施設とな

るよう取り組んでください。 

 

２ 港区立いきいきプラザの設置目的  

いきいきプラザは、港区立いきいきプラザ条例（平成２２年港区条例第１０号、以下「条

例」という。）に基づき、高齢者のいきがいづくり並びに介護予防及び健康づくりを支援す

るとともに、区民の相互交流及び自主的活動の促進を図ることを目的とした施設です（条

例第１条）。高齢者の様々な活動の場となるほか、幅広い世代の交流や地域コミュニティ活

動等にも寄与するものです。 

 

３ 芝地区いきいきプラザ運営の趣旨 

芝地区は区の北東に位置し、芝公園や愛宕山に代表される豊かな自然や、増上寺や東京

タワーをはじめとする多くの文化・歴史的資源があり、環状第二号線（新虎通り）周辺、

虎ノ門、浜松町、竹芝などの地域では新たなまちづくりが進められています。 

一方、再開発に伴う高層マンション等の増加や、業務立地化などにより地域住民同士の

交流が希薄になっています。 

芝地区ではめざすまちの姿として「人と地域がつながり心躍る未来をつくるまち『芝』」

を掲げ、まちの人々とともにつくる安全で安心できる、快適で美しく、多様なコミュニティ

が息づき、地域の支え合いで健やかにいきいきと暮らせるまちを目指しています。 

特に、ひとり暮らしの高齢者などの地域住民が孤立することなく、将来にわたり安心して

いきいきと活動し暮らすことができる地域コミュニティが重要と考えています。 

芝地区のいきいきプラザは３館により構成されています。その中で神明いきいきプラザは、

各館のとりまとめとしての中核館であり、様々な館事業を実施するとともに、設備として多

くの集会室、トレーニングルーム、体育館等を有していることから、団体利用・個人利用と
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もに非常に稼働率の高い施設となっています。 

三田いきいきプラザ及び虎ノ門いきいきプラザは、神明いきいきプラザと比較して小規模

な施設ではありますが、敬老室、集会室、浴室等を有し、地域の特性にあった事業の実施な

どから、地域に密着した施設として、高齢者の方々に親しまれ、多くの方々に利用されてい

ます。また、各館それぞれが特色ある事業を行いながらもバスハイク等の合同事業を行うな

ど、効果的ないきいきプラザの運営を展開しています。特に３館の施設共に介護予防に効果

がある機器の充実したトレーニング室があり、高齢者の元気づくりの場として、地域に根ざ

した施設運営が必要となっています。また 65 歳以上の高齢者人口は 7,313 人（令和３年１

月現在）であり、高齢化率も 17.63％と港区全体 17.06％よりも高い地域となっていること

から、高齢者が地域で孤立しないよう、普段から地域と交流する機会づくりが重要となって

います。 

※ 芝地区の人口等については、「港区の高齢者の状況」（資料１）を参照してください。 

 

４ 芝地区いきいきプラザの概要  

（１）名称・所在地・開設年月日・施設規模等 

募集の対象となる芝地区のいきいきプラザ３館の概要は以下のとおりです。 

施設名 所在地・電話 
開設 

年月日 

竣工 

年月 
敷地面積 

建物の構造 

・延床面積 
備    考 

三田いきいき 

プラザ 

芝 4-1-17 

℡(3452)9421 

昭 38 

(1963)年 

10 月 15 日 

平成 7 

(1995)年 

7 月 

274.57 ㎡ 

RC 造地下 1 階 

地上 3階建 

1,527.65 ㎡ 

災害対策住宅を併設 

神明いきいき  

プラザ 

浜松町 1-6-7 

℡(3436)2500 

平 24 

(2012)年 

9 月 1 日 

平成 24 

(2012)年 

7 月 

2,427.97㎡

SRC 造地下 1 階 

地上 8階建 

6,085.36 ㎡ 

神明保育園・ 

神明子ども中高生プラザ 

を併設 

虎ノ門いきいき 

プラザ 

虎ノ門 1-21-10 

℡(3539)2941 

平 19 

(2007)年 

6 月 1 日 

平成 19 

(2007)年 

4 年 

745.26 ㎡ 

RC 造地下 1 階 

地上 21 階建 

1,261.74 ㎡ 

虎ノ門高齢者在宅サービス

センターを併設(グランス

イート虎ノ門内区分所有) 

※ 各施設の詳細は「芝地区いきいきプラザ施設概要」（資料２）及び「芝地区いきい

きプラザ諸室の設備」（資料３）を参照してください。 

※ 神明いきいきプラザに併設する神明保育園及び神明子ども中高生プラザ、虎ノ門い

きいきプラザに併設する虎ノ門高齢者在宅サービスセンターの指定管理者について

は、本公募要項に基づく公募とは別の公募となります。 

※ いきいきプラザは複合施設(区有施設部分)の全体の主たる建物管理者として建物

を管理します。ただし、三田いきいきプラザ及び虎ノ門いきいきプラザは同一敷地内

において民間建物と通じているため、公共施設部分の管理とは異なる建物全体の管理

者(民間)が別に存在します。 
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（２）休館日・開館時間（条例第４条） 

ア 休館日  

１２月２９日から１月３日まで 

ただし、区と協議の上、機器保守点検等の理由により臨時に休館日を設けることが

できます。また、区と協議の上、休館日や開館時間外の時間に事業を実施することが

できます。 

イ 開館日・開館時間 

月曜から土曜  午前９時から午後９時３０分まで 

日曜      午前９時から午後５時まで 

ウ 複合施設内の各施設(別募集)の開館日時等 

建物全体の管理者として、他の施設の開館時間が異なりますので充分留意し、維持

管理業務を行ってください。 

（ア）神明保育園  

年末年始（１２月３１日及び１月１日～３日）を除く毎日 

①早朝保育 午前６時１５分から午前７時１５分まで（月曜から金曜） 

②基本保育 午前７時１５分から午後６時１５分まで 

③延長保育 午後６時１５分から午後１０時まで（月曜から金曜） 

（イ）神明子ども中高生プラザ 

 

     

              

 

 
 
 
 
 
 

       ※ 三季休業期間とは、夏季・冬季・春季の休業日をいいます。（夏季休業日7/21 

        ～8/31、冬季休業日12/26～1/7、春季休業日3/26～4/5） 

（ウ）虎ノ門高齢者在宅サービスセンター 

月曜から土曜（日曜、１２月２９日～１月３日を除く） 

午前９時から午後５時まで 

 

（３）利用対象者（条例第６条） 

ア 区内に住所を有する者 

イ 区内の事務所又は事業所に勤務している者 

ウ 上記（ア・イ）に掲げる者を主な構成員とする団体 

エ 上記（ア・イ・ウ）に掲げるもののほか、区長が適当と認める者 

※ トレーニングルーム等（神明・虎ノ門）については、利用者をエとし、区外者の個

人利用を認めています。 

 一般来館 学童クラブ 子育てひろば 

開館日 

通年 

〔国民の祝日、12/29～31、 

1/2～1/3 を除く〕 

①月曜～金曜 

②土曜 

③三季休業期間の平日 

〔国民の祝日、12/29～31、 

1/2～1/3 を除く〕 

通年 

〔国民の祝日、12/29～31、 

1/2～1/3 を除く〕 

開館 

時間 
通年 9：30～20：00 

①下校時～19：00 

② 8：00～17：00 

③ 8：00～19：00 

通年 10：00～18：00 
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（４）敬老室等の無料公開 

区内に住所を有する６０歳以上の高齢者を対象に、教養娯楽室、敬老室、敬老・娯楽

教養室、浴室を無料公開しています。 

ア 対象者    

区内に住所を有する６０歳以上の高齢者 

イ 利用時間  

（ア）教養娯楽室（三田いきいきプラザ）、敬老室（神明いきいきプラザ） 

午前９時から午後５時まで 

（イ）敬老・娯楽教養室（神明いきいきプラザ、虎ノ門いきいきプラザ） 

月曜～土曜 午前９時から午後６時３０分まで 

日曜    午前９時から午後５時まで 

※虎ノ門いきいきプラザの敬老・娯楽教養室内に設置されている和室につい

ては、午前９時から午後５時までとなります。 

（ウ）浴室 「芝地区港区立いきいきプラザ施設概要」（資料２）を参照してくだ 

      さい。 

  ※ 浴室の利用時間については、当面は現行の利用時間での運営とします。利 

   用者の需要に応じて運用を変更する場合は、区との協議が必要です。 

 

（５）使用料（条例第９条から第１１条） 

集会室等の貸室利用は、利用者から条例に定める使用料を徴収し、区に納入します。

また、定められた期間内の取消しについては、使用料を還付します。 

各施設の使用料は、条例のとおりです。 

なお、使用料には、維持管理経費の変動、施設の運営状況を定期的に反映させる必要

があるため、区では３年を目途に使用料の見直しを行うこととしています。 

 

５ 指定期間 

令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで（５年） 
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Ⅱ 指定管理者が行う業務 

１ 事業運営 

（１）基本事業 

指定管理者が行う事業に関する業務は、下記のとおりです。 

条例第３条に基づき、いきいきプラザは、次の業務を行います。 

  ア 高齢者の生きがいづくりの支援に関すること。 

  イ 介護予防及び健康づくりの支援に関すること。 

  ウ 区民の相互交流及び自主的活動の支援に関すること。 

  エ 高齢者の利用に供するため、敬老室等を無料で公開すること。 

  オ いきいきプラザ施設の利用に関すること。 

    カ その他区長が必要と認める事業 

     なお、現在のいきいきプラザで実施している事業については、「いきいきプラザ事業 

    の体系」（別紙１）のとおりです。 

    ※ 業務の詳細については、芝地区港区立いきいきプラザ業務基準書（別紙２）及び業 

     務仕様書（別紙３～別紙１２）を参照してください。 

  ※ 介護予防事業の実施に当たっては、各年度の事業計画書を策定する中で、実施     

   する事業及びその実施期数等について、高齢者支援課と協議の上、実施してください。   

   「令和３年度芝地区いきいきプラザ介護予防事業一覧」（別紙１３）を参照してくだ 

   さい。 

 

（２）提案事業 

条例第１条に定める目的を達成するため、条例第３条に基づく事業を提案してくださ

い。事業を計画する場合は、本施設が高齢者向け施設であることを十分認識の上、地域

の特性を踏まえた効果的な事業を提案してください。 

なお、提案事業は、事前に区と協議の上決定し、指定管理料の範囲内で実施します。 

※ 令和４年度以降の継続事業一覧（資料４）については、指定期間中は区と協議の

上、事業を継続実施してください。 

※ 事業実施については、「港区立いきいきプラザ事業実施要綱」を参照してください。 

 

（３）自主事業 

上記（１）（２）のほか、本施設の設置目的に合致し、かつ、本業務の実施を妨げな

い範囲で、施設の利用率向上等を図るための事業を自主的に行うことができます。 

なお、自主事業は、事前に区と協議の上決定し、事業に係る経費は事業者の負担とし

ます。 

 

（４）職員体制 

 ア 事業を実施するため、必要な知識、技能及び経験等を有する職員を配置し、施設の  
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  管理運営に支障がないよう配慮すること。 

 イ 理学療法士、健康運動指導士又は介護予防運動指導員を常時配置、看護師又は保健  

  師を必要に応じて配置し、個別指導を行えるようにすること。理学療法士、健康  

  運動指導士については、地方独立行政法人東京都健康長寿医療センターにおける「包  

  括的高齢者運動トレーニング」の講習を受けること。 

 ウ 公の施設としての心構えを認識し、従事職員教育、接遇教育等を徹底し、情報の共 

  有化を図ることで利用者及び区民への接遇等が常に良好となるよう努めること。 

  神明いきいきプラザについては、複合施設内の安全管理のため、受付人員や建物の管 

  理者として必要な危険物取扱者の資格を有するものを配置し、建物全体の防火管理者 

  の業務を担うこと。 

 

２ 施設の維持管理 

（１）施設（併設施設を含む建物全体）の維持管理業務 

指定管理者が行う維持管理に関する業務は下記のとおりです。複合施設の場合は、複

合施設の建物の管理者として維持管理業務を行います。ただし、複合施設内の各施設の

運営は、それぞれの施設が責任をもって行います。詳細については、芝地区港区立いき

いきプラザ業務基準書（別紙２）及び維持管理に関する業務一覧（別紙１４）を参照し

てください。 

ア ガラス清掃等の全体部分に係る清掃を行うこと。 

イ 設備等の点検を行うとともに、不具合が発生した場合は対処すること。 

ウ 設備の大規模な修繕が必要な場合は、修繕計画書等を作成し区に提出すること。 

エ 消防法令、建築基準法令等に基づく点検（防火対象物点検等）に立会うこと。 

オ 施設の維持管理に関するほか下記の業務を行うこと。 

     （ア）施設・付属設備の管理及び物品等の取扱いに関する業務 

     （イ）1 件１３０万円（税込）以下の軽易な修繕及び整備 

     （ウ）施設内（併設施設含む）の清潔の保持、整頓その他の環境整備に関する業務 

     （エ）併設施設の責任者と情報を共有する等、日常的に連携を図ること。 

     （オ）建物全体の消防計画を作成すること。 

  ※ 神明いきいきプラザについては、保育園及び子ども中高生プラザとの複合施設  

   であるため、保育園及び中高生プラザの施設管理者から清掃業務について、別途  

   委託を受けて実施する場合があります。そのため、当該清掃業務に係る費用をい 

   きいきプラザの費用とは別に見積もってください。 

 

（２）施設の利用に関する業務 

ア 区内に住所を有する６０歳以上の高齢者の利用に供するため、敬老室、浴室等を無

料で開放すること。 

イ 施設予約システムによる貸室の利用に関すること。 

ウ 貸室等の利用（団体及び個人利用）及びトレーニングルーム等の利用（個人利用）
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に関すること。 

エ 施設の利用方法に関すること。 

 

（３）安全・安心に関する業務 

ア 災害及び事故の発生などの緊急時において、「港区危機管理基本マニュアル（改訂

版）」（別紙１５）に基づき、「緊急対応マニュアル」を作成し、利用者等の避難誘

導、関係機関への通報、傷病者の医療機関への搬送の付き添い、安全確保、通報・連

絡等の迅速かつ的確な対応を行うこと。 

イ 休日・夜間の連絡体制を確立すること。 

ウ 区有施設等安全点検及び点検報告(日常点検・総点検・エレベーター点検確認)「港

区有施設の安全管理に関する要綱」、「港区有施設安全管理業務実施要領」に基づく安

全管理体制の整備、日常安全点検等を実施すること。 

エ 震災及び新型インフルエンザ等が発生した場合を想定し、「港区業務継続計画」に

基づき、開館時間外の災害その他あらゆる緊急事態及び非常事態に際して、従事職員

用の食料等の確保や業務体制の整備など速やかに対応できる体制を整えること。なお、

港区防災対策基本条例の規定に基づく、事業者の責務を負うものとする。 

オ ＡＥＤ日常作動点検を行い、保守管理を行うこと。 

カ 上記アからオまでを適切に遂行するために、事件・事故の際の対応を定め、職員研

修の実施等を行うこと。 

キ 利用者に対する見守り、声掛け、相談、高齢者相談センター（地域包括支援センタ

ー）への引継ぎなど様々な支援を行うこと。 

ク 芝地区総合支所等との防災無線や避難所運営等の訓練に参加又は協力すること。 

ケ 本施設は、区民避難所（地域防災拠点）に指定されているため、区が区民避難所を

開設した際には、別途締結する災害時協定に基づき対応すること。 

コ 区が本施設を津波避難ビルに指定した際には、別途締結する津波避難ビルに関する

協定に基づき対応すること。 

サ 災害時は区の指示に基づき区民の安全確保のため協力すること。 

シ 管理する個人情報の保護をはじめ情報セキュリティについては、本業務に従事する

すべての者が「港区情報安全対策指針」を遵守し、漏えいの防止等の適正な管理に努

めること。 

ス 複合施設では他の施設の管理者又はビル管理者と協力し、非常時に備え協力体制を

整えるとともに日常訓練を行うこと。 

セ 区が津波避難ビルに指定している神明いきいきプラザについては、別途締結する津

波避難ビルに関する協定に基づき対応すること。 

 

３ 管理運営の基準 

（１）関係法令の遵守 

  指定管理者は、以下に掲げるものをはじめとした関係法令等を遵守し、施設の管理運   
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 営を行ってください。 

ア 港区立いきいきプラザ条例（平成 22 年港区条例第 10 号） 

イ 港区立いきいきプラザ条例施行規則（平成 22 年港区規則第 18 号） 

ウ 港区立いきいきプラザ運営要綱（平成 22 年 12 月 28 日 22 港保高第 1315 号） 

エ 港区立いきいきプラザ登録要綱（平成 22 年 12 月 28 日 22 港保高第 1316 号） 

オ 港区立いきいきプラザ事業実施要綱（平成 23 年 3 月 15 日 22 港保高第 1632 号） 

カ 港区地域支援事業実施要綱（平成 24 年 4 月 1 日 23 港保高第 2316 号） 

キ 介護保険法 

ク 公衆浴場法及び施行規則 

ケ 地方自治法 

コ 労働関係法（労働基準法、最低賃金法、労働安全衛生法等） 

サ 港区個人情報保護条例及び施行規則 

シ 港区情報公開条例及び施行規則 

ス 港区環境基本条例 

セ 港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び規則 

ソ 港区有施設の安全管理に関する要綱 

タ 港区防災対策基本条例 

チ 港区暴力団排除条例 

ツ 障害者の雇用の促進等に関する法律 

テ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

ト 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律 

ナ その他施設の管理運営業務及び各種事業実施に関わる各種法令・条例等 

 

（２）区が定める指針等の遵守 

下記の主な指針等を十分認識の上、積極的に区と連携してください。 

ア 港区基本計画 

イ 港区地域保健福祉計画 

ウ 港区高齢者保健福祉計画 

エ 港区介護保険事業計画 

オ 芝地区版計画書 

カ 港区公共施設マネジメント計画及び個別実行計画 

キ 港区指定管理者制度運用指針  

ク 港区情報安全対策指針 

      ケ 港区環境率先実行計画及び港区環境マネジメントシステムハンドブック 

      コ 港区区有施設受動喫煙防止対策基本方針 

      サ 港区行政情報多言語化ガイドライン（改訂版）（別紙１６） 

      シ （社）港区シルバー人材センター及び障害者就労施設等への優先発注 

      ス 区内中小事業者への優先発注 

        セ 港区の契約における暴力団等排除措置要綱 
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        ソ 港区職員のハラスメントの防止等に関する要綱 

   タ 港区職員接遇マニュアル「あったかマナーみなと」 

   チ 区民の声への対応マニュアル（別紙１７） 

   ツ 港区職員の障害を理由とする差別の解消の推進に関する要綱 

   テ 港区が発注する契約に係る業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に関 

     する要綱（別紙２１） 

ト 港区危機管理基本マニュアル（改訂版）（別紙１５） 

ナ MINATO 新型コロナウィルス感染症拡大防止ガイドライン 

ニ 港区立いきいきプラザ再開の手引き（別紙２２） 

※ 詳しくは、港区ホームページから検索閲覧出来ます。 

 

（３）再委託の禁止 

指定管理業務の全部又は主たる部分を再委託することはできません。ただし、清掃・

警備及び設備の保守点検など専門性の高い個別業務等については、区の事前承認を得た

場合に限り、再委託ができます。 

 

（４）地域との連携及び福祉サービスの向上 

ア 地元町会・自治会や、その他関係団体など、地域と良好な関係を築くため、地域の

行事やイベントに参加するなど、積極的に交流を図ること。 

イ 地域の高齢者相談センター（地域包括支援センター）や介護予防総合センター（※）

等の関係機関や団体、ボランティアと協力し、地域交流や連携、地域コミュニティ事

業や介護予防普及啓発事業を実施すること。 

ウ ボランティアや研修者を積極的に受入れ、福祉サービス全体の向上と相互理解に努

めること。 

 ※ 介護予防総合センターは、介護予防の専門性を有する中核的施設として、新規事

業の開発・提供や職員専門研修の実施などにより、いきいきプラザ等での介護予防事

業の質の向上を支援します。 

 

（５）区と指定管理者の役割及び管理責任の分担 

ア 役割分担（◎：主体的な役割 ○：補助・助言・指導する役割） 

項  目 港区 指定管理者 

設置者としての責務 ◎ － 

いきいきプラザの管理運営 
○ 

条例・規則事項 
◎ 

施設の管理（設備、物品の管理） ○ ◎ 

施設の占用・行為許可 ◎ － 

苦情対応 ○ ◎ 

緊急時の対応（事件・事故等） ◎（※） ◎（※） 

施設の安全対策（安全点検・整備・改修等） ◎（※） ◎（※） 
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広報・ＰＲ ○ ◎ 

事業運営 ○ ◎ 

※設置者としての責任は区にあり、管理責任は指定管理者にあることを示します。 

 

イ 管理責任の分担 

                          （○：主たる分担者） 

    項   目 内   容 
管理責任分担 

区 指定管理者 

１ 法令等の変更 

(1) 指定管理業務に影響を及ぼす法令等の変更 ○  

(2) 
上記以外の指定管理者自身に影響を及ぼす

法令等の変更 
 ○ 

２ 税制の変更 
(1) 指定管理業務に影響を及ぼす税制の変更 ○  

(2) 上記以外の一般的な税制の変更  ○ 

３ 物価変動 (1) 
指定期間中の物品費、人件費等物価変動に

伴う経費の増加 
 ○ 

４ 金利変動 (1) 指定期間中の金利変動に伴う経費の増加  ○ 

５ 書類 

(1) 区が作成した書類 ○  

(2) 指定管理者が作成した書類  ○ 

(3) 両者記名捺印した協定書 相互で協議 

６ 
指定管理者の指

定 

(1) 
区の事由により指定管理者の指定が議会で

議決されない場合 
○  

(2) 
指定管理者候補者の事由により指定管理者

の指定が議会で議決されない場合 
 ○ 

７ 

指定管理業務の

変更及び経費の

変動 

(1) 
区の事由による指定管理業務の変更に伴う

経費の増加 
○  

(2) 
上記以外の事由による指定管理業務の変更

及び経費の増加 
 ○ 

８ 住民対応 

(1) 地域との協調  ○ 

(2) 
指定管理業務及び自主事業の内容に対する

住民からの苦情、要望等 
 ○ 

(3) 上記以外の区政全般への苦情、要望等 ○  

９ 環境問題 

(1) 施設又は用地からの有害物質等の発生 ○  

(2) 

指定管理業務及び自主事業に起因する有害

物質の排出・漏洩、騒音、振動、光、臭気

等に関するもの 

 ○ 

10 不可抗力 

(1) 

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地震、落盤、

火災、争乱、暴動その他の区又は指定管理

者の責めに帰すことのできない自然的又は

人為的な現象）による被害の発生、拡大及

び施設・設備の復旧 

○  

(2) 

不可抗力によるもので、指定管理者の対応

の遅れ、施設管理の不備等による被害の発

生、拡大及び施設・設備の復旧 

 ○ 

11 施設の損傷 

(1) 指定管理者の故意又は過失によるもの  ○ 

(2) 施設の設計・構造上の瑕疵によるもの ○ 
 

(3) 上記以外の経年劣化、第三者行為（相手方 ○ 
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が特定できないもの）等によるもの（１件

１３０万円を超えるもの） 

(4) 

上記以外の経年劣化、第三者行為（相手方

が特定できないもの）等によるもの（１件

１３０万円以下のもの） 

 ○ 

12 
備品（Ⅰ種）の

損傷 

(1) 指定管理者の故意又は過失によるもの  ○ 

(2) 
上記以外の経年劣化、第三者行為（相手方

が特定できないもの）等によるもの 
○  

13 
施設等の保守点

検 

(1) 区の事由による保守点検の増加 ○  

(2) 
指定管理者の責め及び保守点検の不備によ

る保守点検の増加 
 ○ 

14 第三者への賠償 
(1) 

指定管理者の責めに帰すべき事由により第

三者に生じた損害 
 ○ 

(2) 上記以外の事由により第三者に生じた損害 ○  

15 セキュリティ 

(1) 
指定管理者の警備不備による情報漏洩、犯

罪発生等 
 ○ 

（2） 
上記以外の事由による情報漏洩、犯罪発生

等 
○  

16 使用料等の管理 (1) 

施設利用者から徴収又は収納した使用料、

区から予め交付した還付のための使用料、

事業に伴う金銭の盗難・紛失 

 ○ 

17 指定期間の終了 

(1) 

指定期間終了の場合（指定期間の満了以前

の取消し等による場合を含む。）における区

又は区が指定するものに対する業務の引継

ぎに要する費用 

 ○ 

(2) 

指定期間終了の場合（指定期間の満了以前

の取消し等による場合を含む。）における原

状復帰に要する費用 

 ○ 

   （備考） 

    ２（１）消費税率の変更を想定した規定です。 

    ２（２）収益関係税、外形標準課税など指定管理者自身に影響を及ぼす税制の変更を想 

        定した規定です。 

 

４ 運営経費に関する事項  

（１）指定管理料の支払 

指定管理料の額は、提案のあった経費を上限とし、区の予算の範囲内で支払うものと

します。支払方法、支払時期については、基本協定書・年度協定書で定めます。 

受託経費見積書は、区が定める次の６つの経費区分に従って作成してください。 

なお、区の会計事務と同様、原則、経費区分間の流用はできないものとし、やむを得

ない理由で流用する際は、区と協議の上決定するものとします。 

ア 職員人件費 



12 

施設に勤務する職員等（管理運営体制に記載した職員等）にかかる人件費 

※ 事業計画に基づく施設職員の確実な配置及び当該職員の人件費を保障する

観点や、指定管理者の経営努力による経費節減が見込まれないことから、予算

額と実績額の差額を清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定

めます。 

※ 人件費の積算に当たっては、職員（再委託した業務に従事する職員を含みま

す。）の最低賃金水準額を遵守してください。最低賃金水準額は、「港区が発注

する契約に係る業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に関する要綱」

により定めた金額と同額です。令和３年度は（一般事務・時給額）1,100 円で

す。（金額は、毎年度見直します。） 

イ 光熱水費 

施設の維持管理に必要な電気料金、ガス料金、水道料金 

複合施設においては、併設施設の分も取りまとめて指定管理者が支払い、清算 

を行います。 

※ 光熱水費（電気、ガス、水道代）については、予算額と実績額の間に乖離が

生じる可能性が高いことから、予算額と実績額の差額を清算します。清算方法

の詳細については、基本協定書で定めます。 

ウ 修繕費 

施設の修繕に必要な経費 

※ 指定管理者が作成した修繕計画に基づき区が優先順位を設定し、１件１３０

万円以下の建物躯体や建物設備の保全のための軽易な修繕及び整備費用（併設

施設部分を含む。）については、指定管理料に含めます。 

※ １件１３０万円を超える修繕は、指定管理料とは別に区が実施しますので受

託経費見積には含めないでください。 

※ 予算額と実績額の間に乖離が生じる可能性が高いことから、予算額と実績額

の差額を清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

※ 現行施設の修繕や整備等の実績については、「令和元年度芝地区港区立いき

いきプラザ修繕実績一覧」（資料５）を参照してください。 

エ 事業運営費 

施設で実施する各種事業に必要な経費 

※ 再委託による予定金額と決定金額の差額及び実績が見込みを下回ったこと

により発生した執行残額を清算します。清算方法の詳細については、基本協定

書で定めます。 

オ 施設管理経費 

施設の維持管理に必要な保守・検査業務、清掃業務、警備業務、廃棄物処理等に

かかる経費 

※ 実績については、「令和元年度各種業務一覧・仕様書」（資料６）を参照し

てください。 

※ 再委託による予定金額と決定金額の差額を清算します。清算方法の詳細につ
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いては、基本協定書で定めます。 

カ その他経費 

上記のいずれにも該当しない経費 

本社が労務管理などの業務を一括して行うために施設（事業所）が負担する経費、

施設を本社などが支援するために必要な経費、民間企業等の利益など。 

 

   「その他経費」における本部経費の内訳について 

    事務管理費：本社(本部)等による施設支援に係る人件費、会議費、出張費等 

    運  営  費：本社(本部)等による施設支援に係るシステム維持管理費、賃借料、   

          光熱水費、リース料等 

    租 税 公 課 

※ 経費の計上にあたっては、本社が担う役割や業務内容、利益の算定方法など積 

 算根拠を明らかにする資料を必ず添付してください。 

  

（２）備品購入の取扱い 

１点予定価格５万円（税込）を超える備品については、区が必要と認めた場合に限り、

区が購入し、無償で貸与します。備品の管理は指定管理者の責務とします。 

 

（３）収入 

いきいきプラザの使用料は、Ⅰの４の（５）のとおりです。 

管理運営業務は原則として区からの指定管理料で措置します。なお、事業実施に要す

る経費のうち、参加者個人に直接かかる経費（材料費、見学施設入場料など）は区の考

えに基づいて徴収できます。その他については、区と指定管理者が協議の上決定します。 

 

（４）銀行口座の開設 

本業務の実施に係る支出及び収入を適切に管理するため、本業務に固有の銀行口  

座を開設し、適切な運用を図るものとします。 

 

（５）損害賠償保険 

施設運営にあたり、指定管理者が業務を行うに当たって施設に損害が生じた場合  

に対応する「施設賠償責任保険」と施設利用者等に損害が生じた場合の損害賠償額を担

保するための「第三者賠償保険」に必ず加入するものとします。また、指定管理者が加

入すべき保険の基準は、「特別区自治体総合賠償責任保険」（別紙１８）で定める金額と

し、指定管理者が負担することとします。 

 

（６）その他 

ア いきいきプラザの経費は、区の「一般会計」と「介護保険会計（地域支援事業交付

金対象）」から支出されており、運営事業の中で介護予防事業に係る経費（人件費及

び事業運営費）のみ、後者に分類されます。そのため、両会計の執行状況が混在しな
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いよう、明確に区分して管理してください。 

イ その他、本要項に定めのない事項については、区と指定管理者が協議の上、決定し、

協定書により定めます。 

 

Ⅲ 選定手続 

１ 公募の手続・手順 

（１）申請者の資格 

地方自治法第２４４条の２第３項に規定する法人その他の団体で、次のアからカの全

てに該当する者 

  ア いきいきプラザ施設の運営に熱意を持ち、施設の効用を最大限に発揮するとともに  

   効率的な管理運営が図ることができる者 

  イ 指定期間中、事業の管理運営を安定して行う物的能力、人的能力を有している者。 

  ウ  港区議会議員、区長、副区長、教育長並びに地方自治法第１８０条の５第１項に規 

   定する委員会の委員及び委員が、無限責任社員、取締役、執行役若しくは監査役若し  

   くはこれらに準ずべき者、支配人又は清算人となっていない法人や、その他団体。ま 

   た、区が資本金、基本金その他これらに準ずるものの二分の一以上を出資している法 

   人その他の団体であって、区議会議員以外の者が役員等となっているものも可としま 

   す。 

  エ  高齢者のいきがいづくり事業、健康増進事業、介護予防事業、世代間交流事業に関 

   し知識または経験を有していること。また、老人福祉センター、老人憩いの家など、 

   これらに類する事業運営を行っている事業者であること。 

  オ 本店、支店、事業所等のいずれかが、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県内のいず 

   れかにある法人又はその他の団体であること。 

  カ 団体又はその代表者が以下のいずれにも該当しないこと。 

  （ア）地方自治法施行令第１６７条の４第２項及び第１６７条の５第１項（同項を準用 

    する場合を含む。）の規定により港区における一般競争入札等の参加を制限されて 

    いる者 

  （イ）法律行為を行う能力を有しない者 

  （ウ）破産法に基づく破産手続き開始の申立てをしている者 

  （エ）会社更生法に基づく更生手続き開始の申立てをしている者 

  （オ）民事再生法に基づく再生手続き開始の申立てをしている者 

  （カ）国税又は地方税を滞納している者 

  （キ）地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により指定管理者の指定の取消し（法 

    人格の変更等に伴う指定の取消しを除く。）を受けてから２年間が経過していない 

    者 

（ク）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条に掲げる暴力団、又は暴

力団若しくはその構成員若しくはその構成員でなくなった日から５年を経過して
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いない者の統制下にある団体 

（２）複数の団体による共同申請 

  ア  複数の団体で共同事業体（以下「グループ」といいます。）を結成し、グループと  

   して申請することも可能です。その場合は、申請時にグループを結成し、適切な名称 

   を設定の上、代表団体（他の団体は構成団体とします。）を定めてください。グルー 

   プ内のすべての団体が上記（１）申請者の資格（エを除く）に該当することが必要で 

   す。 

  イ グループで、法人等を設立する場合は、指定管理者の指定の議決までに、法人登記 

   事項証明書又はそれに代わる書類等を提出してください。 

  ウ 当該グループの代表団体及び構成団体は、別のグループ又は単独により申請するこ 

   とはできません。 

  エ 代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。ただし、区が業務遂行上の 

   支障がないと判断した場合に限り、変更できるものとします。 

  オ Ⅲの１の(５)①に掲げる書類はグループとして作成し、③～⑬に掲げる書類は代表

団体及び構成団体ごとに作成してください。 

 

（３）公募の日程（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）公募説明会及び施設見学会 

ア 公募説明会 

    （ア）日時 令和３年４月１６日（金） 午前１０時から正午まで 

    （イ）場所 高輪地区総合支所４階会議室（港区高輪一丁目１６番２５号） 

イ 現地見学会 

（ア）日時 令和３年４月１６日（金）午後１時から 

（イ）場所  神明いきいきプラザ（港区浜松町一丁目６番７号） 

       ※時間までに現地へお集まりください。 

公募要項発表 令和３年 ４月 ９日（金） 

公募説明会 令和３年 ４月１６日（金）午前 10 時から 

施設見学会（神明） 令和３年 ４月１６日（金）午後１時から 

質疑受付 
令和３年 ４月１６日（金）午前９時から 

令和３年 ４月２６日（月）午後５時まで 

質疑回答 令和３年 ５月１０日（月） 

申請受付  
令和３年 ５月２０日（木）午前９時から 

令和３年 ５月２５日（火）午後５時まで 

第一次審査（書類審査） 令和３年 ６月２２日（火） 

第二次審査（プレゼンテーション） 令和３年  ６月２９日（火） 

指定管理者候補者選定 令和３年  ７月下旬予定 

指定管理者の指定 令和３年１０月予定 
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ウ 参加申込 

参加申込書【様式Ⅰ】を令和３年４月１５日（木）正午までに、下記の提出先へメ

ールで送信してください。（送信未達を防ぐため、送信後に電話にて連絡をお願いしま

す。） 

（ア）提出先 

   港区芝公園一丁目５番２５号 

港区芝地区総合支所管理課施設運営担当 高野、岩田 

TEL：０３－３５７８－３１３８ 

E-mail:minato76@city.minato.tokyo.jp 

（イ）注意事項 

・会場の都合上、１者２名まででお願いします。 

・見学会については、原則利用者が使用している部分の写真撮影はできません。 

・来場・移動は公共交通機関をご利用ください。 

 

（５）申請手続 

応募を希望する事業者は、下記の書類を提出してください。 

提 出 書 類 様式 
部数 

正本 副本① 副本② 

① 指定管理者指定申請書 様式１ １部 ― ― 

 
≪共同事業体の場合≫ 

[Ａ]共同事業体構成書 

 

様式Ａ 

 

１部 

 

１部 

 

１２部 

 [Ｂ]共同事業体協定書兼委任状 様式Ｂ １部 ― ― 

 [Ｃ]宣誓書 様式Ｃ １部 ― ― 

 [Ｄ]安定運営の取組 様式Ｄ １部 １部 １２部 

② 宣誓書 様式２ １部 ― ― 

③ 定款、寄附行為又はこれに類するもの（最新のもの） － １部 ３部 ― 

④ 
法人の登記事項証明書（全部事項証明書） 

（申請日前３か月以内に発行されたもの） 
－ １部 ３部 ― 

⑤ 印鑑証明書（申請日前３か月以内に発行されたもの） － １部 ３部 ― 

⑥ 預金残高証明書（最新の決算期末日現在のもの） － １部 ３部 ― 

⑦ 事業者の概要 

 <<公益法人の場合>>     

ア 法人（団体）等の概要 様式３ １部 １部 １２部 

・事業経歴、役員（理事・評議員）名簿、法人運営に

関する基本的な考え方、理念、障害者雇用率 等 
 

   

mailto:minato76@city.minato.tokyo.jp
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イ 決算書類（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

・収支計算書（収支計算書、正味財産増減計算書、貸

借対照表、財産目録、計算書類に対する注記） 
様式自由 １部 １部 ３部 

ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

エ 収支予算書（今年度に係るもの） 様式自由 １部 １部 ３部 

オ 事業計画書（今年度に係るもの） 様式自由 １部 １部 ３部 

カ 監事の監査報告書 様式自由 １部 １部 ３部 

 <<ＮＰО 法人の場合>>     

 ア 法人（団体）等の概要 様式３ １部 １部 １２部 

 
・事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基本的な考

え方、理念、障害者雇用率 等 
 

   

 
イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・収支計算書（収支計算書、貸借対照表、財産目録） 
様式自由 １部 １部 ３部 

 ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

 エ 監事の監査報告書 様式自由 １部 １部 ３部 

 
※上記のイ～エについては、特定非営利活動促進法及び

内閣府令に基づくものを提出してください。 
    

 <<医療法人の場合>>     

 ア 法人（団体）等の概要 様式３ １部 １部 １２部 

 
・事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基本的な考

え方、理念、障害者雇用率 等 
 

   

 イ 損益計算書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

 ウ 貸借対照表（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

 エ 株主資本等変動計算書 （直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

 オ 付属明細書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ３部 

 

カ 監事の監査報告書 

※上記のイ～カについては、病院会計準則に従ったものを

提出してください。エについては、社員総会での承認日

を付記してください。オについては、法人税確定申告書

に添付した勘定科目内訳書の写しで代替してもかまいま

せんが、その場合には税務署に提出した全てのものを提

出し、謄本である旨の代表者の署名、捺印を付してくだ

さい。都道府県提出決算書を別途作成している場合には、

当該決算書の写しも提出してください。 

様式自由 １部 １部 ３部 

    

 <<株式会社の場合>>     

 ア 法人（団体）等の概要 様式３ １部 １部 １２部 

 
・事業経歴、役員名簿、法人運営に関する基本的な考

え方、理念、障害者雇用率 等 
 

   

 

イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・営業報告書 

・貸借対照表 

・損益計算書 

  ・注記事項（重要な会社方針、貸借対照表注記、損益

計算書注記） 

様式自由 １部 ３部 ― 
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・株主資本等変動計算書 

・付属明細書 

※決算書類は、会社法及び会社法計算施行規則に従っ

たものを提出してください。 

※連結決算を行っている親会社又は子会社がある場合

は、連結財務諸表も提出してください。 

※株主資本等変動計算書は、社員総会又は株主総会で

の承認日を付記してください。 

※付属明細書は、法人税確定申告書に添付した勘定科

目内訳書の写しで代替することも可能です。その場

合、税務署に提出した全てのものを提出し、謄本で

ある旨の代表者の署名、捺印を付してください。 

なお、申請書類提出時点において、既に最近の決算

期末日が到来している法人で、未だ決算が確定して

いない場合には、直近の決算期末の経営成績及び財

政状態の参考となる資料（例：試算表、予想損益計

算書、予想貸借対照表）。ただし、過去３期分の決

算書等とは別に提出してください。 

 ウ 監査報告書 様式自由 １部 ３部 ― 

 

※会計監査人（公認会計士又は監査法人）の監査を受

けている場合には、会計監査人の監査報告書も提出

してください。 

    

⑧ 
法人税、消費税、法人事業税、地方消費税の納税証明書 

（直近の決算期２期分に係るもの） 
－ １部 ３部 ― 

⑨ 担保提供資産について 様式４ １部 ３部 ― 

⑩ 債務の保証について 様式５ １部 ３部 ― 
 

⑪ 類似施設の管理運営実績について 

（施設名・所在地・規模等）老人福祉センター、老人憩い

の家等、類似施設の運営状況 

・施設長の運営姿勢、組織運営の方針 

・地域社会への取組 

・施設の特色あるサービス内容 

・その他 

様式６ １部 １部 １２部 

施設運営に関する実績一覧 様式７ １部 １部 １２部 

施設管理に関する実績一覧 様式８ １部 １部 １２部 

⑫ 情報セキュリティ確認チェックシート 様式９ １部 １部 １２部 

⑬ 労働環境チェックシート 様式 10 １部 １部 １２部 
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（６）計画書類の提出 

申請者は、下記の計画書類を提出してください。 

№ 提出書類 様式 
提出部数 

正本 副本① 副本② 

法人等の団体に関する書類  

① ・指定管理者計画書類等提出書 様式 11 １部 １部 １２部 

② 

・資金・収支計画書 

（令和４年度から令和８年度まで） 

※各年度における受託経費の増減理由も記載してく  

 ださい。 

※「その他の経費」は、一括計上は不可です。本部経

費については、必ず内訳を記載してください。 

 

「その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理費：本社(本部)等による施設支援に係

る人件費、会議費、出張費等 

運  営  費：本社(本部)等による施設支援に係

るシステム維持管理費、賃借料、

光熱水費、リース料等 

租 税 公 課 

     

 

※消費税率は、１０％で算定してください。 

様式 12 １部 １部 １２部 

③ 
・給与・報酬・賃金等に関する規程（最新のもの） 

 （※人件費の積算内訳） 
様式自由 １部 １部 １２部 

④ ・施設長予定者の勤務した実績 様式 13 １部 １部 １２部 

管理運営計画に関する書類   

⑤ 

苦情解決及びサービス評価・サービス向上の取り組み 

ア 職員の確保・育成に対する考え方（職員研修に関す

る考え方も含む。） 

イ 苦情解決及びサービス評価の取組 

ウ 顧客満足度（ＣＳ）への具体的な取組 

エ その他接遇力の向上のための取組 

様式 14 １部 １部 １２部 

⑥ 

利用者の安全・安心の確保 

ア 個人情報保護に関する考え方と具体的な取組 

イ 環境に配慮した施設運営の取組 

ウ 夜間・休日等の緊急対応や地震・防災等、危機管理

への取組 

エ 浴室等、施設内における事故防止に対する提案 

様式 15 １部 １部 １２部 

感染症予防に関する取組 

オ 新型コロナウイルス感染症対策等の施設内の衛生管

理、職員の健康管理、感染症発生時の対応等の具体的

なシミュレーション、業務継続に向けた取組の提案 

様式 15-2 １部 １部 １２部 
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カ 建物及び設備等の経年劣化対応や修繕の考え方と取

組は適切か。 
様式 15-3 １部 １部 １２部 

⑦ 

職員配置について(知識・経験を有する者) 

管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

・指定管理施設職員の職員配置表 

※ 港区が定める「指定管理施設職員の雇用区分確認

表」（別紙 19）に基づき作成 

・職員ローテーション表 

（雇用区分別 ①月～金 ②土 ③日）  

様式 16 

様式 17 １部 １部 １２部 

⑧ 

再委託を予定している業務 

①委託内容 ②委託を行う理由 ③委託予定金額 

④委託予定先及び選定理由 

※ 委託先の条件は、港区の入札参加資格があること、

港区における暴力団等の排除措置を受けていないこと

です。また、区内中小企業やシルバー人材センターなど

を積極的に活用してください。 

様式 18 １部 １部 １２部 

⑨ 

いきいきプラザの運営に対する基本的な考え方 

ア いきいきプラザの運営に対する取組みや考え方 

イ 利用者の安全確保（セキュリティを含む。）への考え

方 

ウ 指定管理者が変更となる際の引継ぎ準備(対応や姿

勢等)についての具体的な計画 

様式 19 １部 １部 １２部 

地域の拠点としての計画性 

⑩ 

関係機関や地域と連携した事業の具体的提案 

ア 芝地区の特性を踏まえた、利用者が地域での暮らし

に生きがいを感じる事業の提案 

イ 関係機関や地域との連携・交流の具体的提案  

ウ 高齢者相談センター(地域包括支援センター)や介護

予防総合センター等との連携についての具体的提案 

 （いきいきプラザの利用頻度が下がった人へのフォロ

ーを含む） 

エ 地域の高齢者の施設に対するニーズ掘り起こしにつ

いての具体的提案 

※関係機関や地域とは、生活支援コーディネーター、町

会・自治会、ボランティア団体、企業、ＮＰＯ、商

店会、老人クラブ、その他地域内で活動する全ての

団体や人を指します。 

様式 20 １部 １部 １２部 

⑪ 

いきいきプラザの事業についての具体的提案 

ア「高齢者のいきがいづくり、学びの場」の提供につい

ての具合的提案 

・ ひとり暮らし高齢者や男性の利用者等を促進するた

めの具体的提案 

・ 仕事を持っている高齢者も参加できるような土日・夜

間の事業の実施に関する具体的提案 

様式 21 １部 １部 １２部 
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イ 「介護予防、健康づくりの場」の提供についての具

体的提案 

・ 高齢者の介護予防事業についての具体的提案 

（継続的に取り組むための支援を含む。） 

・ 高齢者の健康づくりの自主グループづくりと活動支

援についての具体的提案(活動場所、時間帯の提供の

提案を含む。) 

様式 22 １部 １部 １２部 

ウ 「ふれあい、コミュニティ活動の場」の提供につい

ての具体的提案 

・ 家族での参加など、世代間交流事業の展開についての

具体的提案 

・ 老人クラブなど高齢者の自主的活動支援、老人クラブ

間の交流の促進についての考え方と具体的提案 

※老人クラブについては、「老人クラブ一覧」（資料

７）を参照してください。 

・ ひとり暮らし高齢者等に向けた年末年始の事業につ

いての具体的提案 

様式 23 １部 １部 １２部 

エ 地域共生社会の実現に向けたいきいきプラザの役割

とそのための具体的提案 
様式 24 １部 １部 １２部 

オ 災害時の応急対応に関する考え方 

・ 区が区民避難所(地域防災拠点)※を開設した場合の

管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

・ 区民避難所(地域防災拠点)運営支援業務に関する基

本的な考え方 

※区民避難所（地域防災拠点）の役割等につい

ては、「港区地域防災計画震災編」を参照してく

ださい。 

様式 25 １部 １部 １２部 

カ 喫茶事業に関する取組 

・ いきいきプラザにおける喫茶事業の役割、メニュー、

サービス対象、料金設定の考え方 

※「喫茶コーナーの概要」（資料８）を参照してくださ

い。 

様式 26 １部 １部 １２部 

効率的で質の高いサービスの提供 

⑫ 

提案事業 

ア いきいきプラザの３つの機能・役割を担い、施設の

利用率向上を図るための新たな事業(実施にあたっ

ては、区と協議していただきます。) 

様式 27 １部 １部 １２部 

イ 新たな事業提案に関する資金計画 様式 28 １部 １部 １２部 

⑬ 

自主事業 

ア 自主事業を展開したいという希望がありましたら、

ご提案ください。 

・ 自主事業計画書は施設運営の趣旨や、前述の指定管理

者の業務を参考にご提案ください。 

様式 29 １部 １部 １２部 

イ 自主事業に関する資金計画 様式 30 １部 １部 １２部 
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⑭ 

・令和４年度受託経費見積書 

※各内訳を示し、積算根拠を明らかにする資料を添

付してください。 

※その他経費は、一括計上は不可です。本部経費に

ついては必ず内訳を記載してください。 
 

その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理費：本社(本部)等による施設支援に係

る人件費、会議費、出張費等 

運  営  費：本社(本部)等による施設支援に係

るシステム維持管理費、賃借料、

光熱水費、リース料等 

租 税 公 課 
   

様式 31 １部 １部 １２部 

⑮ ・指定管理者としての抱負 様式 32 １部 １部 １２部 

その他 

⑯ 
・複合施設としての効果的な管理運営についての具体的

な提案 
様式 33 １部 １部 １２部 

⑰ 
・区内中小事業者の活用及び区民雇用の促進についての

考え方 
様式 34 １部 １部 １２部 

⑱ ・高齢者、障害者の雇用促進についての考え方 様式 35 １部 １部 １２部 

⑲ 
・芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者公募提案書内

容等概要 
様式 36 １部 １部 １２部 

 

（７）提出書類に関する留意事項 

  ア 申請書類、計画書類提出後の内容変更は、提出締切日まで受け付けます。 

  イ 上記のほか、区が必要とする書類の提出を求めることや、ヒアリングを実施する場 

   合があります。 

  ウ 申請書類等の著作権は、申請者に帰属します。ただし、提出された応募書類は返却  

   できません。区の責任において一定期間保管後、廃棄します。 

  エ 提出書類にはインデックスをつけ、通し番号を入れてください。 

  オ 書類は、Ａ４判片面作成してください（ただし、【様式３６】は除く）。 

  カ 副本②については、法人名など応募事業者が特定できる部分をマスキング（黒塗り） 

   のうえ、提出してください。 

  キ 上記のほか、電子媒体（ＣＤ－Ｒ）に正本及び副本②を入力したものを１部提出し 

   てください。書類を電子ファイルで提出する際には、日本マイクロソフト株式会社製 

   「Ｗｏｒｄ」又は「Ｅｘｃｅｌ」を使用してください。 

  ク 区は、指定管理者の選考結果及び提案内容等を公表する場合、その他区が必要と認 

   めるときは、無償で提出書類の全部又は一部を使用できるものとします。 

    ただし、公開することにより応募者に明らかに不利益を与えると認められる書類に 

   ついては公表しません。 
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ケ 提出書類に虚偽の記載があった場合は、失格とします。 

 

（８）応募に関する留意事項 

    ア 選考委員会委員等との接触について 

      公募要項の公表日以降、公募説明会・現地見学会等区が提供する機会を除き、本件   

     提案に関して、選考委員及び区職員等への接触は、禁止します。接触の事実が認めら 

     れた場合は、失格となる場合があります。 

  イ 応募の辞退について 

  応募書類を提出した後、辞退する場合は、辞退届（様式自由）を提出してください。 

  ウ 費用の負担について 

 提案や指定後の協議に対しての参加報酬・交通費及び受託のための準備等に係る経費 

 は、応募者の負担とします。 

    エ グループによる応募の構成団体の変更について 

      グループによる応募の場合、代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。 

 

 

（９）質疑の受付及び回答 

ア 質問書の受付 

巻末質問書に必要事項を記入し、下記の提出先に、メールで送信してください。（送

信未達を防ぐため、送信後に電話にて連絡をお願いします。）これ以外での方法（持

参、郵送、電話、ＦＡＸ、口頭等）又は期間を過ぎたものは受け付けません。 

（ア）質疑受付期間 令和３年４月１６日（金）から４月２６日（月）まで（必着） 

          平日の午前９時から午後５時まで 

（イ）提出先    港区芝公園一丁目５番２５号 

港区芝地区総合支所管理課施設運営担当 高野、岩田 

TEL：０３－３５７８－３１３８ 

E-mail:minato76@city.minato.tokyo.jp 

イ 質問回答 

  令和３年５月１０日（月）を目途に、全ての質疑に対する回答書をメールで送信し、  

 港区ホームページでも公表します。なお、回答の際は、質問をした法人名や団体 

 名は公表しません。 

この回答書は、本要項と一体のものとして、要項と同様の効力を有します。なお、

意見の表明と解されるものや質疑の内容（質問内容が不明瞭なもの）によっては、回

答しないことがあります。 

 

（10）申請書類の受付 

申請を希望する法人又は団体は、次により申請してください。 

区にこれらの書類を提出した事業者を申請者とします。 

ア 提出期間 令和３年５月２０日（木）から５月２５日（火）まで 

       平日の午前９時から午後５時まで 

    イ 提出方法 窓口提出 

mailto:minato76@city.minato.tokyo.jp
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           ※ 提出日時の事前予約 

             窓口での提出の場合は、提出時に申請書類の確認を行いますので、  

            ５月１９日（水）午前９時から５月２４日（月）午後５時までに次の 

            提出先へ電話連絡し、提出日時を予約の上来所願います。なお、予約 

            は概ね２時間単位で行い、先着順とします。 

           ※ 申請書類、計画書類提出後の内容変更は、提出締切日まで受け付け 

            ます。 

    ウ 提 出 先 

   港区芝公園一丁目５番２５号 港区役所２階（２０３番窓口） 

      港区芝地区総合支所管理課施設運営担当 

      ＴＥＬ ０３－３５７８－３１３８ 

 

 

２ 指定管理者候補者の選考・選定  

（１）指定管理者候補者の選考 

  ア 指定管理者候補者は、「芝地区港区立いきいきプラザ指定管理者候補者選考委員会  

  （以下「選考委員会」といいます。）」において選考します。 

  イ 審査方法は、応募者から提出された書類による第一次審査と、第一次審査通過者に 

   対するプレゼンテーション等を含めた第二次審査を予定しています。 

  ウ プレゼンテーション等を含めた第二次審査では、施設長予定者が対応してください。 

   なお、出席者は原則３名までとします。 

  エ 審査の過程において、選考委員による事業所の視察を行うこともあります。 

  オ 審査の結果、ふさわしい候補者がいない場合、選考しない場合があります。 

カ 指定管理者候補者として選考された事業者は、辞退することはできません。 

 

（２）指定管理者候補者の選定 

ア 選考委員会が選考した指定管理者候補者について、全庁的な視点から港区指定管理

者選定委員会で審議した上で、区として指定管理者候補者を選定します。 

イ 指定管理者として指定されるまでの間に候補者に事故のあるときは、選定されなか

った応募者のうちから新たに候補者を選定することがあります。 

ウ 指定管理者の指定は、港区議会での議決を経て行います。 

 

（３）基本的な選考基準 

  ア 安定的な経営基盤を有していること 

（公認会計士による財務状況及び資金計画の分析を実施します。） 

  イ 業務の実績について 

  （ア）類似施設の管理運営実績 

  ウ 管理運営に関する事項について 

  （ア）職員の確保・育成に対する考え方 
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  （イ）苦情解決及びサービス評価の取組 

  （ウ）顧客満足度（ＣＳ）への具体的な取組 

  （エ）接遇についての取組 

    エ 利用者の安全・安心の確保 

  （ア）個人情報保護に関する考え方と具体的な取組 

  （イ）環境に配慮した施設運営の取組 

  （ウ）夜間・休日等の緊急対応や地震・防災等、危機管理への取組 

  （エ）浴室等、施設内における事故防止及び感染症対策に対する提案 

  （オ）建物及び設備等の経年劣化対応や修繕の考え方と取組 

  オ 職員配置について 

  （ア）管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

  （イ）施設運営に関する基本的な考え方 

  カ 再委託をしている業務 

  キ いきいきプラザの運営に対する基本的な考え方 

  （ア）いきいきプラザの運営に対する取組みや考え方 

  （イ）利用者の安全確保（セキュリティを含む。）への考え方 

（ウ）指定管理者変更時の引継ぎ準備の具体的な計画 

ク 関係機関や地域（※１）との連携した事業の提案について 

（ア）芝地区の特性を踏まえた、利用者が地域での暮らしに生きがいを感じる事業 

  提案 

（イ）関係機関や地域との連携・交流の具体的提案 

  （ウ）高齢者相談センターや介護予防総合センター等との連携についての具体的提案 

    （いきいきプラザの利用頻度が下がった人へのフォローを含む） 

（エ）地域の高齢者の施設に対するニーズ掘り起しについて具体的提案 

ケ いきいきプラザの事業についての具体的提案 

（ア）「高齢者のいきがいづくり、学びの場」の提供の具体的提案 

（イ）「介護予防、健康づくりの場」の提供についての具体的提案 

（ウ）「ふれあい、コミュニティ活動の場」の提供についての具体的提案 

（エ）地域共生社会の実現に向けたいきいきプラザの役割とそのための 具体的提案 

  コ 災害時の応急対応に関する考え方 

  （ア）区が区民避難所（地域防災拠点）（※２）を開設した場合の管理運営体制 

  （イ）区民避難所（地域防災拠点）運営支援業務に関する基本的な考え方 

サ 喫茶事業に関する取組 

シ 効率的で質の高いサービスの提供について 

  （ア）いきいきプラザの３つの機能・役割を担い、施設の利用率向上を図るための提案 

    事業計画 

  （イ）自主事業計画 

  （ウ）受託経費見積書 

（エ）指定管理者としての抱負 
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  ス その他 

  （ア）複合施設としての効果的な管理運営についての具体的提案 

  （イ）区内中小事業者の活用及び区民雇用の促進についての考え方 

  （ウ）高齢者、障害者の雇用促進の考え方 

  （エ）提案書内容等概要 

     ※１ 関係機関や地域とは、生活支援コーディネーター、町会・自治会、ボランティ  

       ア団体、企業、ＮＰＯ、商店会、老人クラブ、その他地域内で活動する全ての団  

       体を指します。 

     ※２ 区民避難所（地域防災拠点）の役割等については、「港区地域防災計画震災編」 

       を参照してください。 

 

（４）審査結果の通知 

審査結果は、第一次審査、第二次審査ともに応募者全員に文書で通知します。 

 

（５）第二次審査用資料の提出 

     第一次審査通過者は、第二次審査におけるプレゼンテーション用資料の提出を求める

場合があります。詳細は、第一次審査通過者に連絡します。 

 

Ⅳ 決定後の手続 

１ 基本協定書・年度協定書  

（１）協定の締結 

区議会の議決を経た後、指定管理者として指定し、区は指定管理者と協定を締結しま

す。 

締結する協定書は、指定期間を通した包括的な施設の管理・運営に関する基本的事項

を規定する基本協定書と、年度ごとの管理・運営業務や指定管理料に関する事項を規定

する年度協定書の２種類です。 

 

（２）基本協定書の主な事項 

  ア 指定期間 

  イ 業務の範囲 

  ウ 施設の運営 

  エ 施設の維持管理 

  オ 区が支払うべき経費 

  カ 保険の加入 

  キ 自主事業（※自主事業がある場合） 

  ク 区と指定管理者の役割分担 

  ケ 業務の再委託 
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  コ 事業計画書、事業報告書等の提出 

  サ 業務の引継ぎ 

  シ 利用者アンケート実施 

  ス モニタリング 

  セ 第三者評価 

  ソ 緊急時の対応 

  タ 環境への配慮 

  チ 管理運営業務を行うに当たって保有する個人情報の保護及び関係書類の整理・保管 

  ツ 情報セキュリティ 

  テ 指定の取消し及び管理業務の停止 

  ト 損害賠償 

  ナ 権利義務の譲渡の禁止 

  ニ 目的外使用の禁止 

  ヌ 施設・設備等の原状回復 

  ネ 区と指定管理者の管理責任の分担 

ノ その他区長が必要と認める事項 

 

（３）年度協定書の主な事項 

    ア 目的 

イ 協定の期間 

ウ 指定管理料の額 

エ 指定管理料の支払 

オ 指定管理料の清算 

カ 協議 

２ 災害時協定 

（１）協定の締結 

港区内で地震等の災害が発生した際の応急対応を迅速かつ的確に行うため、区と指定

管理者は災害時協定を締結し、災害時等における役割分担を明確にします。 

 

（２）災害時協定書の主な事項 

  ア 災害の範囲 

  イ 指定管理者としての位置づけ 

  ウ 区民避難所（地域防災拠点）運営支援業務 

  エ 要請期間及び方法 

  オ 業務履行の義務及び免除 

  カ 費用負担 

  キ 損害補償 

  ク 災害時の情報共有 
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  ケ 守秘義務 

  コ 平時からの備え 

  サ 協議 

シ 効力 

 

３ 事業計画書等の作成及び更新 

（１）事業計画書及び収支予算書の作成 

年間の事業計画書及び収入・支出の概算予定書の提出等 

 

（２）事業報告書及び収支決算書の作成 

区が指示する事業報告書の提出（毎月の施設利用実績、施設の維持管理業務の実績等）、

収支決算書の提出等 

 

４ 業務の引継ぎ  

 指定管理者は、指定期間開始前の期間内に準備業務を行うものとします。特に利用者にと 

って円滑に新たな指定管理者への移行を実現するため、区や関係機関と指定管理者による移 

行準備を実施してください。 

 指定管理者指定の議決の後、準備業務に入っていただきますので、引継ぎの具体的な計画

（Ⅲ-1－（6）－⑨－ウ）を提案してください。 

 指定管理者が変更となる場合には、新たな指定管理者は、事業者が交替することにより、 

利用者に不安や影響を与えないよう、入念な引き継ぎに努めてください。 

 また、指定期間終了時又は指定の取消しによって管理運営業務が終了する際は、次期指定 

管理者が円滑にかつ支障なく業務を遂行できるよう引継ぎ業務を実施してください。 

 引継ぎ等にかかる経費は、区が経費を負担する引継ぎ項目を除き、新たな指定管理者が負 

担します。 

 ※ 労働環境確保策の一環としての雇用継続の要請について 

   新たに指定管理者となる事業者には、当該指定管理の協定締結前から当該業務に従事し 

  ていた職員のうち希望する労働者については新たに指定管理の協定を締結する事業者に 

  よる継続雇用をお願いします。 

  

５ 情報の公表 

（１）応募書類等 

公募時に提出された書類は、理由のいかんを問わず返却しません。申請書類、計画書

類等の著作権は、申請者に帰属します。 

ただし、区は公表等する場合には、申請書類、計画書類等の内容を無償で使用できる

ものとします。  
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なお、申請書類、計画書類等は、港区情報公開条例の規定に基づき、公開請求の対象

になります。 

 

（２）選考・選定過程の情報 

指定管理者候補者の選考・選定過程に関する情報（応募書類、選考委員会報告書、公

募時質問項目、選定委員会選定調書、選考委員会会議録・選定委員会会議録等）は、原

則公表します。なお、事業者名については、決定事業者のみ公表の対象とします。 

 

（３）指定管理業務に関する情報 

基本協定書、年度協定書、事業計画書等の事業運営に係る書類、第三者評価及び労働

環境モニタリングの結果等、指定管理業務に関する情報は原則公表します。 

 

６ モニタリング等の実施  

（１）モニタリングの実施 

  指定管理者は、毎月の業務実績等の報告書を定められた期日までに提出し、区へ報告 

 します。区は報告に基づき施設の運営状況等を確認します。また、指定管理者に対する  

 月次モニタリングとして、チェックシート等を活用し、施設の運営状況等の把握に努め 

 ます。 

  また、指定管理者は、施設利用上の問題等の解決策を検討し、業務を円滑に実施する 

ため、必要に応じて、情報交換や業務の調整を図る場を設けます。 

 このほか、指定管理者は、利用者懇談会などを開催し（おおむね４か月に１回程度）、 

意見箱の設置等による利用者等の意見・要望の聴取等、利用者ニーズの把握を行います。 

 区が行うモニタリングは、月次モニタリング及び年度終了時モニタリング等があり、モ 

ニタリング等の結果は、指定管理施設検証シートとして取りまとめ、ホームページで公表 

します。 

 

（２）第三者評価の実施 

区は、指定管理者に対し、指定期間の中間年に１回、第三者評価機関又はこれに類す

るものによる評価の受審を義務付け、その結果を業務運営の改善指導に活用します。第

三者評価機関との契約は区が行います。なお、福祉施設については、東京都の制度があ

り、対象施設については、定められた受審頻度を遵守してください。 

 

（３）労働環境モニタリングの実施及び賃金給付状況シートの提出 

  区は、公の施設として利用者の安全・安心の確保をはじめ、区民・利用者サービス維 

 持・向上の観点から、指定期間の２年目に社会保険労務士による労働環境モニタリング  

 を実施します。社会保険労務士との契約は区が行います。 

また、施設で勤務する職員（業務の一部を第三者へ再委託をする場合に施設で勤務す

る職員についても含みます。）に支給される賃金について、最低賃金水準額を満たして
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いるか確認をするため、職種ごとに最も低額の賃金の支給を受けている職員に関する賃

金状況給付シートの提出が必要となります。 

 

（４）監査の実施 

ア 地方自治法第１９９条第７項の規定により、区長又は監査委員が必要と認めるとき

は、指定管理者が行う管理業務に係る出納関連の事務について、監査を行うことがあ

ります。 

  イ 港区では、公正性、透明性をより一層確保するため、平成１３年度から外部監査人 

   （公認会計士や弁護士等）による包括外部監査を実施しており、公の施設の管理に関 

   する業務に関し、包括外部監査の対象となる場合があります。 

 

７ 指定の取消し等  

（１）指定の取消しと業務の停止 

  指定管理者が次のいずれかに該当する場合は、指定の取消し又は業務の停止を 

 命じることがあります。その場合において、指定管理者に損害が生じても、区は 

 その賠償の責めを負いません。 

 ア 指定管理者がⅢの１の（１）に該当しなくなったとき。 

 イ 区が行う施設への実地調査に応じず、又は虚偽の報告をし、若しくは調査を妨げたと 

  き。 

 ウ 実地調査の結果に基づく区の指示に、正当な理由なく従わないとき。 

   エ 経営状況が悪化し、管理運営を継続することが著しく困難となったとき。 

   オ 協定に違反したとき。 

 カ 応募書類の内容に虚偽があることが判明したとき。 

 キ 違法行為や非行行為に関与するなど、当該指定管理者に管理業務を行わせておくこと

が、社会通念上不適当と判断されるとき。 

 ク その他指定管理者の責めに帰すべき事由により、事業の継続が困難になったとき。 

 ケ 指定管理者から協定解除の申出があり、その理由を合理的なものと認めたとき。 

 コ 災害時協定に基づく区民避難所（地域防災拠点）運営支援業務を実施するため、指定 

  管理業務の継続が困難になったとき。 

   サ 不可抗力の事由により、業務の継続が困難になったとき。 

 

（２）事業の継続が困難となった場合の措置 

   ア  事業の継続が困難となり、指定が取り消される場合でも、次の指定管理者が円滑か

つ支障なく施設の管理運営業務を遂行できるよう、適切な引継ぎを行わなければなり

ません。 

イ  不可抗力等、指定管理者の責めに帰すことのできない事由により事業の継続が困難

となった場合は、管理継続の可否について協議することとします。 
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 ８ 問合せ先 
 
 
 
 
 
 
 

 

〒１０５－８５１１ 

    港区芝公園一丁目５番２５号 

港区芝地区総合支所管理課施設運営担当 高野、岩田 

 TEL：０３－３５７８－３１３８ 

  FAX：０３－３５７８－３２３５ 


